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市の人口と予算�
【人口・世帯】�〈12月1日現在〉�
合�計�＝�153,168人�（＋194）�（　）内は前月比�
男�＝�75,936人�（＋108）�
女�＝�77,232人�（＋ 86）�
世�帯�＝�58,123世帯�（＋186）�
【予算】�〈12月1日現在〉�
一 般 会 計＝361億3,630万6千円�
特別・企業会計＝407億  194万4千円�

　

平
成　

年
も
残
り
わ
ず
か
│
。
こ
と
し
は
、
わ
た
し
た

17

ち
の
「
ふ
る
さ
と
流
山
」
に
と
っ
て
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ

レ
ス
の
開
業
と
い
う
長
年
の
夢
が
か
な
っ
た
年
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
市
民
満
足
度
の
高
い
魅
力
あ
る
流
山
市
の

実
現
に
向
け
、
総
合
計
画
下
期
５
か
年
計
画
や
、
行
財
政

改
革
実
行
プ
ラ
ン
の
策
定
な
ど
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の

ス
タ
ー
ト
の
年
と
も
な
り
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
年
の
瀬

に
当
た
り
、
こ
と
し
１
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。
市

民
の
皆
さ
ん
に
は
、来
年
も
夢
を
か
な
え
る
新
し
い
年
に
！

輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。
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こ
と
し
一
年
を
振
り
返
る

開  

業�

　沿線では秋葉原、北千住に次いで利用者の多い流山おおたかの森駅

�
　

８
月　

日
、
つ
く
ば
エ
ク

２４

ス
プ
レ
ス
が
開
業
。
昭
和　
５０

年
代
後
半
の
誘
致
活
動
か
ら

数
え
約
四
半
世
紀
と
な
る
市

民
の
夢
が
実
現
し
、
都
心
ま

で
の
交
通
ア
ク
セ
ス
が
飛
躍

的
に
向
上
し
ま
し
た
。

　

開
業
か
ら
４
カ
月
が
経
と

う
と
し
て
い
ま
す
が
、
首
都
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都都
心心
にに
近近
くく
、、
市市
内内

のの
交交
通通
網網
もも
充充
実実

圏
新
都
市
鉄
道
㈱
に
よ
る
と
、

　

月
１
カ
月
間
の
１
日
当
た

１０り
の
乗
車
人
員
は
、
南
流
山

駅
が
１
万
３
９
０
０
人
、
流

山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅
が

１
８
０
０
人
、
流
山
お
お
た

か
の
森
駅
が
１
万
５
３
０
０

人
で
、
全
線
各
駅
の
合
計
は

　

万
３
５
０
０
人
と
の
こ
と

１５で
す
。

　

ま
た
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ

レ
ス
の
開
業
に
伴
い
、
新
３

駅
を
中
心
に
５
つ
の
路
線
バ

ス
が
新
設
・
再
編
さ
れ
、
市

内
の
公
共
交
通
網
も
一
段
と

充
実
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
市
で
は
、
路
線
バ

ス
で
補
え
な
い
地
区
を
対
象

に
タ
ウ
ン
バ
ス
の
導
入
を
検

討
し
、　

月　

日
に
市
内
３

１１

２１

ル
ー
ト
で
流
山
市
の
タ
ウ
ン

バ
ス
「
ぐ
り
ー
ん
バ
ス
」
の

運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

�
　

少
子
化
や
児
童
虐
待
な
ど

が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
市
で
は
、
子
育
て
に

関
す
る
基
本
情
報
や
行
政
サ

ー
ビ
ス
な
ど
を
ま
と
め
た

「
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

を
４
月
に
作
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
共
働
き
世
帯
の
子

育
て
を
支
援
す
る
た
め
、
７

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
南
流
山

聖
華
保
育
園
で
は
、
流
山
わ

ら
し
こ
保
育
園
に
続
き
市
内

２
園
目
と
な
る
病
後
児
保
育

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

高
齢
者
や
障
害
者
福
祉
に

関
し
て
は
、
３
月
に
県
内
初
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誰誰
もも
がが

住住
みみ
よよ
いい
まま
ちち
にに

の「
福
祉
輸
送
セ
ダ
ン
特
区
」

が
認
定
さ
れ
、　

月　

日
に

１１

２９

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
流
山
ユ
ー

・
ア
イ
ネ
ッ
ト
に
国
か
ら
有

償
運
送
許
可
が
出
さ
れ
ま
し 

た
。
こ
れ
に
よ
り
障
害
を
持

つ
方
な
ど
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス

が
、
さ
ら
に
充
実
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
面
で
は
、
４

月
に
市
内
初
の
知
的
障
害
者

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
ゆ
う
ゆ

う
」
が
、　

月
に
は
市
内
４

１１

番
目
と
な
る
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
は
ま
な
す
苑
」
が
、

そ
れ
ぞ
れ
こ
う
の
す
台
に
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

�
　

市
で
は
、
広
範
囲
な
大
規

模
災
害
に
備
え
、
平
成
８
年

に
姉
妹
都
市
・
福
島
県
相
馬

市
と
災
害
応
援
協
定
を
締
結

し
て
い
ま
す
。
こ
と
し
は
、

４
月
に
も
う
一
つ
の
姉
妹
都

市
の
長
野
県
信
濃
町
と
、
７

月
に
友
好
都
市
・
石
川
県
能

登
町
と
、　

月
に
同
じ
く
友

１１

好
都
市
の
岩
手
県
北
上
市
と
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安安
全全
でで
安安
心心
なな

まま
ちち
をを
めめ
ざざ
しし
てて

そ
れ
ぞ
れ
災
害
応
援
協
定
を

結
び
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
８
月
に
は
、
㈱

コ
ア
ラ
テ
レ
ビ
や
流
山
石
油

商
組
合
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本

救
助
犬
協
会
と
も
災
害
時
の

応
援
協
定
を
締
結
、
万
が
一

の
災
害
に
備
え
迅
速
な
応
援

体
制
の
確
立
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
月
か
ら
携
帯
電

話
の
メ
ー
ル
機
能
を
活
用
し

た
「
安
心
メ
ー
ル
」
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
　

月
末
現
在
で
の
利
用
登

１１
録
者
数
は
５
６
２
８
人
で
、

お
届
け
し
た
情
報
は
、
事
件

・
事
故
情
報
や
火
災
情
報
、

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
情
報
な
ど

合
計
で　

件
で
す
。
こ
の
ほ

６８

か
、
災
害
時
に
は
避
難
勧
告

や
避
難
場
所
な
ど
の
情
報
も

迅
速
に
お
届
け
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
市
民
で
組
織
す
る
「
流
山

市
民
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」

が
４
月
に
発
足
。
ま
た
、
各

自
治
会
で
も
自
主
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
が
多
数
組
織
さ
れ
ま
し

た
。
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市
で
は
、
流
山
特
有
の
資

｢
｣

源
で
あ
る 
豊
か
な
緑 
を
活
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特特
色色
をを
活活
かか
しし
たた

まま
ちち
づづ
くく
りり

か
し
た
街
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、「
流
山
グ
リ
ー
ン
チ
ェ

ー
ン
戦
略
」を
９
月
に
発
表
。

　

月　

日
に
は
、　

団
体
、

１０

２０

８０

１
５
０
人
の
参
加
を
い
た
だ

き
「
流
山
グ
リ
ー
ン
チ
ェ
ー

ン
戦
略
研
究
会
設
立
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
来
年
度
か

ら
は
、『
緑
の
評
価
指
標
（
仮

称
）
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク
』
を

制
度
化
さ
せ
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
市
民
団
体
の
「
な

が
れ
や
ま
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ク

ラ
ブ
� 
花  
恋  
人 
�」
で
は
、

か 
れ
ん 
と

　

月
１
日
か
ら
オ
ー
プ
ン
ガ

１１ー
デ
ン
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
は
、

個
人
の
庭
な
ど
を
一
般
に
公

開
す
る
も
の
で
、
花
恋
人
の

会
長
の
国
府
田
さ
ん
の
お
宅

に
は
、
多
い
日
で
は　

人
以

１０

上
の
方
が
見
学
に
い
ら
っ
し

ゃ
る
そ
う
で
す
。

　
　

月
に
は
、
映
画
や
ド
ラ

１０
マ
、
Ｃ
Ｍ
な
ど
の
撮
影
を
市

内
に
誘
致
す
る
「
流
山
フ
ィ

ル
ム
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に　

件
の
話
が

３２

あ
り
、
同
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の

支
援
に
よ
り
映
画
や
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
な
ど
７
本
の
撮
影
が

市
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

※
太
字
の
項
目
は
、
上
段
に
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
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市
内
の
こ
と
し
の
主
な
出
来
事

市
内
の
こ
と
し
の
主
な
出
来
事

信濃町と災害応援協定　信濃町と災害応援協定

自慢の庭を公開　自慢の庭を公開

１月２月３月４月５月６月７月８月９月１０月１１月

◎
市
有
地
に
１
日
プ
レ
ー
パ
ー
ク
が
誕
生

◎
Ｎ
Ｈ
Ｋ
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
「
ぐ
〜
チ
ョ
コ
ラ
ン
タ
ン
小
劇

場
」
に
２
０
０
０
人
が
来
場

◎
江
戸
川
か
ら
旧
日
本
軍
の
砲
弾
や
機
関
銃
な
ど
回
収

◎
「
流
山
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定

◎
南
流
山
駅
〜
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
間
の
新
バ
ス
路
線
が
開
業

◎
福
祉
輸
送
セ
ダ
ン
特
区
認
定

◎
「
総
合
計
画
下
期
５
か
年
計
画
」
を
策
定

◎
「
行
財
政
改
革
実
行
プ
ラ
ン
」
を
策
定

◎
「
安
心
メ
ー
ル
」
が
ス
タ
ー
ト

◎
江
戸
川
大
学
と
の
図
書
館
相
互
利
用
協
定
締
結

◎
市
内
初
の
知
的
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
ゆ
う
ゆ
う
」
が
オ
ー

プ
ン

◎
「
流
山
市
民
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
が
発
足

◎
姉
妹
都
市
・
信
濃
町
と
災
害
応
援
協
定
を
締
結

◎
市
議
会
第
１
回
臨
時
会
が
開
か
れ
、
議
長
に
中
村
好
夫
議
員
が
、

副
議
長
に
秋
間
�
義
議
員
が
選
出

◎
総
武
流
山
電
鉄
の
車
両
内
で
水
道
ポ
ス
タ
ー
展

◎
南
流
山
聖
華
保
育
園
が
オ
ー
プ
ン

◎
友
好
都
市
・
能
登
町
と
災
害
応
援
協
定
を
締
結

◎
東
深
井
小
学
校
で
ビ
オ
ト
ー
プ
造
り
。
こ
の
ほ
か
、
年
内
に
流
山

小
、
流
山
北
小
、
南
部
中
な
ど
で
も
整
備

◎
㈱
コ
ア
ラ
テ
レ
ビ
、
流
山
石
油
商
組
合
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
救
助

犬
協
会
と
災
害
応
援
協
定
を
締
結

◎
市
民
手
づ
く
り
の
平
和
を
願
う
千
羽
鶴
６
万
８
千
羽
を
広
島
へ

◎
江
戸
川
台
駅
東
口
駅
前
に
県
下
初
の
地
域
職
業
相
談
室
が
オ
ー
プ
ン

◎
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
開
業
。開
業
記
念
イ
ベ
ン
ト
も
盛
大
に
開
催

◎
Ｔ
Ｘ
開
業
に
合
わ
せ
新
駅
を
中
心
に
路
線
バ
ス
も
新
設
・
再
編

◎
駐
日
モ
ン
ゴ
ル
大
使
館
か
ら
ジ
グ
ジ
ッ
ト
全
権
代
理
大
使
が
市
役

所
を
訪
問
。　

月
に
は
モ
ン
ゴ
ル
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催

１０

◎
初
の
ア
ジ
ア
平
和
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
が
市
民
主
導
で
開
催

◎
江
戸
川
台
駅
前
出
張
所
を
開
設

◎
流
山
フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
設
立

◎
流
山
お
お
た
か
の
森
駅
で
第
１
回
駅
コ
ン
サ
ー
ト
「
大
陸
か
ら
の

風
」
を
開
催

◎
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

◎
流
山
グ
リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン
戦
略
研
究
会
が
設
立

◎
自
治
基
本
条
例
作
成
の
た
め
の
「
市
民
協
議
会
」
の
第
１
回
会
議

が
開
催

◎
県
内
初
の
組
織
的
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
ス
タ
ー
ト

◎
市
内
４
番
目
と
な
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
は
ま
な
す
苑
」
が

オ
ー
プ
ン

◎
市
民
ま
つ
り
、
流
山
産
業
博
が
同
時
開
催

◎
友
好
都
市
・
北
上
市
と
災
害
応
援
協
定
を
締
結

◎
「
ぐ
り
ー
ん
バ
ス
」
運
行
開
始
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自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て 

　

本
市
に
お
け
る
自
治
の
基

本
原
則
や
協
働
の
基
本
ル
ー

ル
な
ど
を
定
め
る
自
治
基
本

条
例
の
策
定
に
向
け
て
、
市

民
協
議
会
の
委
員
を
公
募
し

た
と
こ
ろ
、　

人
の
応
募
が

３８

あ
り
、　

月　

日
に　

人
の

１０

２２

３０

委
員
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、

第
１
回
の
市
民
協
議
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
自
治
基
本
条
例

に
対
す
る
市
の
方
針
の
説
明

や
、
�
練
馬
区
都
市
整
備
公

社
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
準

備
室
専
門
研
究
員
の
杉
崎
和

久
さ
ん
に
よ
る
基
調
講
演
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
自
治
基
本

条
例
の
作
成
方
針
の
説
明
を

行
い
、
市
民
と
行
政
の
協
働

に
よ
る
条
例
作
成
を
お
願
い

し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、　

月　

日
に
は

１１

１２

第
２
回
市
民
協
議
会
を
開
催

し
、　

人
全
員
の
委
員
の
出

３８

席
を
い
た
だ
き
、
出
席
し
た

委
員
か
ら
自
治
基
本
条
例
に

対
す
る
考
え
を
述
べ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
定
期
的
に
市
民
協

議
会
を
開
催
し
、
学
習
し
な

が
ら
自
治
基
本
条
例
の
制
定

に
向
け
て
鋭
意
努
力
を
し
て

い
き
ま
す
。

　

小
山
小
学
校
等
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ

導
入
に
つ
い
て 

　

小
山
小
学
校
校
舎
等
の
建

設
に
関
す
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
民
間

資
金
を
活
用
し
た
公
共
施
設

整
備
）
導
入
の
可
能
性
調
査

に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入

可
能
性
の
是
非
を
決
定
す
る

バ
リ
ュ
ー
・
フ
ォ
ー
・
マ
ネ

ー（
金
額
に
見
合
っ
た
価
値
）

に
つ
い
て
の
モ
デ
ル
プ
ラ
ン

を
基
に
種
々
検
討
し
た
と
こ

ろ
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
導
入
に
よ
り

費
用
削
減
効
果
が
あ
る
と
の

結
果
が
得
ら
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。
こ
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
は
、

性
能
発
注
方
式
で
あ
る
こ
と

か
ら
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
に
伴
う
詳

細
な
内
容
を
記
載
す
る
要
求

水
準
書
の
作
成
等
を
実
施
す

る
た
め
、
今
後
は
、
専
門
業

者
と
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
契
約

を
締
結
し
事
業
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

（
仮
称
）
流
山
市
民
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て 

　

平
成　

年
４
月
オ
ー
プ
ン

１８

に
向
け
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
の
３
階
部
分
に
市
民
活
動

の
推
進
拠
点「（
仮
称
）市
民

活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
」
の
開

設
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
、
あ
ら
ゆ
る

世
代
の
市
民
活
動
へ
の
参
加

市
政
の
一
般
報
告
か
ら

　

項
目
に
つ
い
て
報
告

２３

市議会
第４回定例会

　
　

月　

日
、
平
成　

年
市
議
会
第
４
回
定
例
会
の
冒
頭
、
井
崎
市
長
は　

項
目
に
つ
い
て
市
政

１１

２４

１７

２３

の
一
般
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
項
目
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
掲
載
し
た
項
目
以

外
に
「
国
勢
調
査
の
実
施
に
つ
い
て
」、「
行
財
政
改
革
審
議
会
に
つ
い
て
」、「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

つ
い
て
」、「
グ
リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン
戦
略
に
つ
い
て
」、「
災
害
時
の
応
援
に
関
す
る
協
定
書
の
取
り

交
わ
し
に
つ
い
て
」、「
第　

回
市
民
ま
つ
り
に
つ
い
て
」、「
高
齢
者
総
合
計
画
の
見
直
し
に
つ
い

２７

て
」、「
戦
没
者
追
悼
式
に
つ
い
て
」、「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
」、「
フ
ィ

ル
ム
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
設
立
に
つ
い
て
」、「
タ
ウ
ン
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
」、「
交
通
バ
リ
ア

フ
リ
ー
基
本
構
想
の
策
定
に
つ
い
て
」、「
緑
の
基
本
計
画
の
策
定
状
況
に
つ
い
て
」
も
報
告
し
ま

し
た
。

を
促
す
啓
発
活
動
や
基
礎
研

修
、
市
民
活
動
に
携
わ
る
リ

ー
ダ
ー
の
育
成
を
は
じ
め
、

市
民
活
動
団
体
の
情
報
発
信

の
場
や
全
国
の
各
市
民
活
動

団
体
と
の
交
流
拠
点
と
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
活
動
団
体
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
支
援
機
能
や
相
談
機

能
を
充
実
さ
せ
、
行
政
と
連

携
を
持
た
せ
た
施
設
と
し
ま

す
。
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ

い
て
も
、
セ
ン
タ
ー
自
身
の

運
営
状
況
に
つ
い
て
の
評
価

や
課
題
な
ど
を
常
に
情
報
共

有
し
な
が
ら
適
宜
柔
軟
に
見

直
し
す
る
た
め
、（
仮
称
）
運

営
協
議
会
を
設
置
し
、
市
民

活
動
の
推
進
に
つ
な
が
る
施

設
と
し
ま
す
。

　

施
設
内
容
は
、
市
民
活
動

の
た
め
の
会
議
・
作
業
ス
ペ

ー
ス
や
事
務
機
器
な
ど
を
備 

え
、
専
用
事
務
所
を
持
た
な

い
団
体
の
事
務
所
的
機
能
を

備
え
る
も
の
と
し
ま
す
。

　

市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

相
馬
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
経
営
診

断
に
つ
い
て 

　

経
営
状
況
と
今
後
の
運
営

の
見
通
し
等
に
つ
い
て
、
専

門
家
に
よ
る
経
営
診
断
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、「
公
共
事
業
と

し
て
、
収
益
確
保
を
目
的
に

し
な
い
ま
で
も
、
資
金
を
投

入
し
続
け
な
い
で
運
営
で
き

る
事
業
展
開
を
計
画
す
る
こ

と
が
民
間
の
目
か
ら
見
た
原

理
・
原
則
で
あ
り
、
公
共
的

な
役
割
を
果
た
し
つ
つ
民
間

活
力
と
経
費
の
圧
縮
を
図
っ

て
行
く
方
向
性
は
妥
当
な
も

の
で
あ
る
」
と
診
断
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
診
断
結
果
に
つ
い
て 

は
、　

月　

日
に
相
馬
市
側

１１

１７

に
報
告
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

今
後
の
方
向
づ
け
に
つ
い
て

は
、
出
資
者
で
あ
り
姉
妹
都

市
で
も
あ
る
相
馬
市
と
の
友

好
親
善
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
施

設
と
も
な
っ
て
い
る
だ
け
に
、

相
馬
市
を
は
じ
め
両
市
議
会

な
ど
関
係
者
に
相
談
、
ご
意

見
を
伺
い
な
が
ら
慎
重
に
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　

路
上
喫
煙
等
の
防
止
に
係

る
強
化
に
つ
い
て 

　

路
上
喫
煙
で
生
ず
る
吸
い

殻
等
の
ポ
イ
捨
て
の
防
止
と

歩
行
者
等
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
道
路
等
公
共
の
場

所
で
の
喫
煙
を
禁
止
す
る
と

と
も
に
、
重
点
防
止
区
域
を

設
定
し
、
当
該
区
域
内
で
の

路
上
喫
煙
や
ポ
イ
捨
て
に
対

し
指
導
お
よ
び
勧
告
を
行 

い
、
従
わ
な
い
場
合
は
過
料

を
課
す
な
ど
、
現
在
の
流
山

市
ポ
イ
捨
て
防
止
条
例
を
見

直
し
、
強
化
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、　

月　

日

１１

１６

に
環
境
審
議
会
に
諮
問
し
、

審
議
い
た
だ
い
て
お
り
、
今

後
、
同
審
議
会
か
ら
の
答
申

を
踏
ま
え
て
、
規
制
内
容
を

固
め
、
さ
ら
に
、
広
く
市
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
聴
取
を
行

っ
た
上
、
関
係
者
と
の
調
整

を
行
い
、
次
回
の
定
例
会
に

は
条
例
の
見
直
し
案
を
提
案

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
実
際
の
過
料
の
徴

収
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民

な
ど
に
周
知
、
啓
発
を
徹
底

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

６
カ
月
程
度
の
周
知
期
間
を

置
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

し
尿
処
理
施
設
の
再
整
備

に
つ
い
て 

　

旧
清
美
園
に
あ
る
、
し
尿

処
理
施
設
は
、
す
で
に　

年
３０

が
経
過
し
て
お
り
、
し
尿
、

汚
泥
の
性
状
の
変
動
に
対
す

る
対
応
や
、
施
設
の
老
朽
化

と
い
う
大
き
な
課
題
を
抱
え

な
が
ら
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
現

状
を
踏
ま
え
、
早
々
に
、
将

来
を
見
通
し
た
施
設
づ
く
り

に
着
手
す
べ
く
、
市
議
会
、

地
元
住
民
の
皆
さ
ん
や
廃
棄

物
対
策
審
議
会
の
意
見
を
お

聞
き
し
な
が
ら
調
査
・
検
討

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

都
市
計
画
道
路
３
・
２
・

　

号
線
（
江
戸
川
新
橋
）
の

２５延
伸
計
画
に
つ
い
て 

　

当
延
伸
計
画
に
つ
い
て
は
、

地
元
説
明
会
や
対
話
集
会
、

さ
ら
に
は
、
広
報
紙
等
に
よ

り
計
画
の
概
要
を
広
く
市
民

の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
を
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
都
市
計
画
の
手
続

き
に
つ
い
て
は
、
市
の
都
市

計
画
審
議
会
で
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
、
さ
ら
に
は
、

　

月　

日
に
開
催
さ
れ
た
千

１０

２７

葉
県
都
市
計
画
審
議
会
で
も

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
千
葉
県
と
埼
玉

県
が
、
同
時
に
国
土
交
通
大

臣
へ
同
意
申
請
を
行
い
、
そ

の
同
意
が
得
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、　

月　

日
、
都
市
計
画

１１

２２

決
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
事
業
の
実
施
に

向
け
た
環
境
調
査
お
よ
び
環

境
対
策
に
つ
い
て
地
元
の
皆

さ
ん
を
含
め
て
協
議
し
つ
つ
、

早
期
実
現
に
向
け
て
事
業
者

で
あ
る
千
葉
県
と
協
力
し
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

景
観
形
成
基
本
計
画
に
つ

い
て 

　

本
計
画
に
つ
い
て
は
、
平

成　

年
度
か
ら
３
カ
年
事
業

１５
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

基
本
計
画
の
策
定
に
当
た

っ
て
は
、
市
民
公
募
に
よ
る

市
民
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、

こ
れ
ま
で
に　

回
の
協
議
会

１１

と
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
い
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、　

月　

日
に
は
、

１１

２０

東
洋
学
園
大
学
で
、
よ
り
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
景
観

形
成
基
本
計
画
お
よ
び
景
観

に
つ
い
て
周
知
、
理
解
を
い

た
だ
く
た
め
に
「
流
山
景
観

ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出

席
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
さ

ん
か
ら
貴
重
な
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ら

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
平
成

　

年
度
末
を
目
標
に
流
山
景

１７観
形
成
基
本
計
画
を
策
定
し

て
い
き
ま
す
。

　

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿

線
整
備
事
業
の
促
進
に
つ
い

て 
　

は
じ
め
に
、
木
地
区
に
つ

い
て
は
、
こ
と
し
４
月
に
事

業
施
行
者
が
千
葉
県
住
宅
供

給
公
社
か
ら
千
葉
県
に
代
り
、

　

月
４
日
付
で
新
た
な
土
地

１１区
画
整
理
審
議
会
委
員
が
決

定
し
、
年
明
け
早
々
に
は
、

第
１
回
審
議
会
が
開
催
さ
れ

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
見
直
し
作
業
中
の
工

事
工
程
に
つ
い
て
も
、
年
度

内
に
施
行
者
の
千
葉
県
か
ら

説
明
が
行
わ
れ
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
西
平
井
・
鰭
ケ
崎

地
区
に
つ
い
て
は
、
市
内
沿

線
整
備
４
地
区
の
中
で
初
め

て
、
こ
と
し
８
月
に
保
留
地

２
区
画
の
販
売
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
の
で
、
引
き

続
き
保
留
地
の
分
譲
に
向
け

た
整
備
事
業
を
鋭
意
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
運
動
公
園
周
辺
地

区
に
つ
い
て
は
、　

月　

日

１０

１４

に
、
大
塚
県
議
会
議
員
、
中

村
市
議
会
議
長
お
よ
び
つ
く

ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線
整
備

と
新
川
耕
地
・
周
辺
特
別
委

員
会
の
戸
部
委
員
長
と
共
に

堂
本
知
事
を
訪
ね
、「
千
葉
県

施
行
の
運
動
公
園
周
辺
地
区

及
び
木
地
区
の
事
業
推
進
に

関
す
る
決
議
」
を
直
接
手
渡

す
と
と
も
に
、
土
地
区
画
整

理
事
業
の
促
進
を
強
く
要
請

し
ま
し
た
。

　

次
に
、
新
市
街
地
地
区
に

つ
い
て
は
、
流
山
お
お
た
か

の
森
駅
南
口
に
進
出
す
る
商

業
事
業
者
で
あ
る
東
神
開
発

㈱
か
ら
、
大
型
商
業
施
設
の

事
業
概
要
に
つ
い
て
、　

月
１０

　

日
に
追
加
発
表
さ
れ
た
と

２８こ
ろ
で
す
。
そ
の
内
容
に
よ

れ
ば
、
店
舗
面
積
は
、
３
万

９
５
７
０
㎡
で
、核
店
舗
は
、

１
０
０
０
坪
級
大
型
店
の
高

島
屋
を
は
じ
め
、
食
品
ス
ー

パ
ー
、
大
型
書
店
、
シ
ネ
マ

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
、
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
、
準
核
店
舗

と
し
て
、
家
族
で
も
楽
し
め

る
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設

や
総
合
生
活
雑
貨
・
イ
ン
テ

リ
ア
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
予
定

し
て
い
る
と
公
表
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
各
施

行
者
に
対
し
事
業
の
早
期
完

成
を
図
る
よ
う
働
き
か
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

学
校
給
食
調
理
業
務
の
民

間
委
託
に
つ
い
て 

　

学
校
給
食
調
理
業
務
の
民

間
委
託
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
か
ら
、
市
内
南
流
山
共
同

調
理
場
に
お
い
て
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
学
校
給
食

１８

調
理
業
務
の
民
間
委
託
に
つ

い
て
は
、
調
理
員
の
配
置
状

況
や
民
間
委
託
実
施
後
の
検

証
、
あ
る
い
は
再
任
用
制
度

の
実
施
な
ど
を
視
野
に
入
れ

検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成　

年
度

１８

は
、
他
の
学
校
給
食
調
理
場

へ
の
民
間
委
託
の
拡
大
は
見

送
り
ま
し
た
が
、
今
後
と
も

民
間
委
託
は
積
極
的
に
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　流山景観まちづくりシンポジウム

　第１回の市民協議会

　流山おおたかの森駅南口

　一般報告をする井崎市長
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※ ①～�は案内図の番号に対応 
※� ②、⑪、⑭の抽選対象駐輪場に変更したい方は、上の表をご覧ください 
※ ハガキ�・�・�・現在、利用している方に「平成18年度自転車駐車場の登録手続�

　について」（更新用ハガキ）を今月中旬に発送します  
※ 申請書�・�・�・�市役所生活安全課および江戸川台駅前出張所、初石出張所にあります 
※ 投函箱�・�・�・各駅と江戸川台駅前出張所および初石出張所に設置します 

利用登録者 市内居住者 
自転車 原動機付自転車 自転車 原動機付自転車 

市内居住者以外 

一　　　般 3,000円�
1,500円�

※隣接の柏市、野田市、松戸市の居住者は、市内居住者と同額�

6,000円� 6,000円�
3,000円�

12,000円�
高校生以下 

金　　　　額　（１台につき） 

※ 原　付�・�・�・原動機付自転車（50cc以下に限定） 

登録手数料（年額）�

  

駐輪場（抽選対象） 
名　称 No. 原付の利用 

不可 ⑭ 江戸川台駅西口 

流山駅西側第２ 不可 ② 

不可 江戸川台駅東口 ⑪ 

利用者区分 受付期間 注意事項 

〈新規利用〉 

〈継続利用〉� 

 

駐輪場（抽選なし） 
No. 原付の利用 名　　称 

可 流山駅西側第１ 
流山駅東側 可 
平和台駅第１ 可 
平和台駅第２ 不可 

可 鰭ケ崎駅第１ 
鰭ケ崎駅第２ 可 

可 運河堤防 
運河駅第１ 不可 

可 運河駅第２ 

可 江戸川台駅東口第１ 
江戸川台駅東口第２ 可 

可 江戸川台駅西口第１ 
江戸川台駅西口第２ 可 
初石駅東側第１ 不可 

不可 初石駅東側第３ 
初石駅東側第２ 可 
初石駅西側第１ 不可 
初石駅西側第２ 

① ��
③ ��
④ ��
⑤ ��
⑥  ��
⑦ ��
⑧ ��
⑨ 
⑩ 
��
��
⑫ ��
⑬ ��
⑮ ��
⑯ ��
⑰ ��
⑲ ��
⑱ ��
⑳ ��
� �� 可 

手続き 

手続き 

受付期間 利用者区分 注意事項 

〈新規利用〉 

〈継続利用〉 

〈継続利用〉 

〈利用取り消し〉 

・�初石駅�の�駐輪場�は�、�収容�
可能台数�が�少�な�い�た�め�、�駅�
の東�側�に�お�住�ま�い�の方�は�、�
駅東側�の�駐�輪場�を�利�用�し�て�
いた�だ�く�よ�うお�願�い�し�ま�す�

・�「共通」�とな�っ�て�い�る�駐�輪�
場は�、�各々�ど�ち�ら�か�空�い�て�い�
る�駐輪場�を�利�用�し�て�い�た�だ�く�
ようになります�

ハガキ�裏面に 
必要事項を記入�� ��

申請書�に 
必要事項を記入�� ��

生活安全課�へ�提�出� 
※直接持参�ま�た�は�郵�送�  
（郵�送�の�場�合�も�、�期間�内�に�届�く�よ�う�に 
発送�し�て�く�ださ�い�）� 

生活安全課�へ�提�出� 
※直接持参�ま�た�は�郵送 

各駅または出張所の 
投函箱へ入れる 

各駅または 
出張所の 
投函箱へ入れる 

各駅または 
出張所の 
投函箱へ入れる 

12月15日��
　　　～平成18年1月10日��

12月20日�～平成18年1月10日��

12月15日�以降　随時 

12月20日�～平成18年1月10日��
※�出張�所�は�平成18年1月�6日� まで�（12月�29日�～�
平成18年1月�3日�を�除�く�）� 

・�必ず�、�第2希望�の�駐輪場（②、�
⑪、⑭以外）を記入してくださ�
い  
・�抽選等�の�結�果�は�、�来年3月�
上旬�に�「�登録手数料納入通�
知書�」�でお�知�ら�せ�し�ま�す�  

・駐輪場を 
　変更しない方 

・駐輪場を 
　変更したい方 

・来年4月から駐輪場 
　を利用しない方 

申請書�に 
必要事項を記入�� 　 

手続不要（ハガキの提出も不要） 

ハガキ�裏面に 
必要事項を記入�� 

ハガキ�裏面の 
指定位置に　�� 
○を記入 

※期間終了後は、市役所で随時 
受け付け 

※�出張所�は�平成18年1月�6日�まで� 
（�12月�29日�～�平成18年1月�3日�を�除�く�）�

駐輪場 自転車放置禁止区域 

・現在利用している方 
・他の駐輪場から変更したい方 
 

共 
通  

共 
通  
共 
通 

 

共 
通  

共 
通  

（�階層式�）� 

（�階層式�）� 

来年4月からの利用者を受け付け（流山・平和台・鰭ケ崎・運河・江戸川台・初石駅）�
平成18年4月１日からの自転車駐車場の利用登録申請を受け付けます。下表を参考に手続きをしてください。�□ 問 生活安全課�７１５０－６３１２ 

市営自転車駐車場（駐輪場）�

・運河駅⑨⑩で登録されて
いる方に限り運河堤防⑧も
ご利用になれます�

3

1
2

流�
山�

市�
役�
所�

至�
平�
和�
台�
駅�

運�河�駅�
至�
野�
田�
市�
駅�

至�
江�
戸�
川�
台�
駅�

利�
根�
運�
河�

鰭ケ�

鰭ケ�

東�口�

江�戸�川�台�駅�

西�口�

12
11 13

161415

至�
流�
山�
駅�

平�和�台�駅�

5

4

至�
鰭�
ケ�
崎�
駅�

初�　�石�　�駅�

6

109

8

�
　
　

月
６
日
、
流
山
警
察
署

１２
で
流
山
職
場
警
察
連
絡
協
議

会
（
海
老
原
堯
会
長
）
に
よ

る
「
さ
す
ま
た
」
贈
呈
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

　

昨
年
、
市
内　

小
・
中
学

２３

校
に
贈
呈
さ
れ
た
の
に
続
き
、

全
幼
稚
園
、
保
育
園
（
所
）、 

学
童
保
育
所
に　

本
の
「
さ

４３

す
ま
た
」
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
同
協
議
会
は
、
職
場
と

警
察
が
相
互
に
連
携
し
安
全

な
地
域
社
会
を
目
指
そ
う
と

市
内　

事
業
所
で
組
織
さ
れ

３４

て
い
ま
す
。

　

流
山
警
察
署
の
加
藤
署
長

は
、「
警
察
も
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、
今
後
も
自

治
体
や
流
山
職
場
警
察
連
絡

協
議
会
、
自
主
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
な
ど
の
方
々
と
連
携
を

保
育
所
や
幼
稚
園

な
ど
に
さ
す
ま
た

と
っ
て
、
事
件
を
未
然
に
防

ぐ
よ
う
努
め
ま
す
」
と
地
域

へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

�
　

市
民
ぐ
る
み
子
ど
も
安
全

大
作
戦
と
題
し
た
会
議
が
、

　

月
７
日
、
市
役
所
で
行
わ

１２れ
ま
し
た
。

　

学
校
や
家
庭
、
地
域
、
関

係
機
関
・
団
体
、
そ
し
て
行

政
、
警
察
な
ど
が
連
携
を
密

に
し
て
、
犯
罪
者
に
ス
キ
を

与
え
な
い
ま
ち
を
つ
く
っ
て

い
こ
う
と
話
し
合
わ
れ
ま
し

た
。
席
上
、「
い
ま
や
毎
日
が

緊
急
事
態
で
あ
り
、
子
ど
も

た
ち
の
安
全
の
た
め
に
は
大

人
が
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
が

何
よ
り
大
切
」
と
話
し
合
わ

れ
、
今
後
の
活
動
内
容
な
ど

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
市
や
警
察
を
は

じ
め
学
校
関
係
者
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

関
係
者
、
自
治
会
関
係
者
、

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
係
者

な
ど
が
集
ま
り
、「
見
守
り
」

や
「
声
掛
け
」
を
展
開
し
て

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
を
築
こ
う
と
意
見
交
換

や
情
報
交
換
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

市
民
ぐ
る
み
安
全

大
作
戦

　

広
島
市
安
芸
区
や
栃
木
県
今
市
市
で
小
学
１
年
女
児
が
殺
害

さ
れ
る
な
ど
悲
惨
な
事
件
が
相
次
ぐ
中
、
市
で
は
、
流
山
警
察

署
や
各
学
校
と
連
携
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
を
は
じ
め
通
学

路
の
安
全
対
策
の
見
直
し
な
ど
を
図
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
安
全
の
た
め
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
。

子
ど
も
た
ち
を
守
ろ
う

子
ど
も
た
ち
を
守
ろ
う

大
人
が
連
携
し
て
安
全
な
ま
ち
を

大
人
が
連
携
し
て
安
全
な
ま
ち
を
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平成17年１２月１５日（木曜日）　　　（　）４

国

－

支給割合） 
手当　　勤勉手当
分　　　1.4月分

分　　　0.7月分

状況） 
職務の級等による加算措置

職加算　５％～２０％
理職加算１０％～２５％

国
勧奨・定年自己都合
27.3　月分21.0　月分
42.12月分33.75月分
59.28月分47.5　月分 
59.28月分59.28月分

算措置
退職特例措置（2％～20％加算）

係る職員に支給された平均額です

４億９,３４９万６千円
４５２,７４８円

国の制度（支給率）
0％

月１日現在）

主な増減理由

充等による減
の充実による増

の統廃合縮小による減
事務の業務増による増員
充等による減

充等による減
充等による減

事務の一部民間委託及び欠員不補充による減
充による減

委託を前提とした減
画課を廃止したことによる減
険及び介護保険事務の業務増による増員

計６０歳
以上

５６歳～

５９歳

５２歳～
５５歳

歳

歳

１,１０４人１６人１０７人１６２人人

会計分を含む）

する。

平成２１年
数値目標７年１年目

３３人
２０人
－１３人
６６１人
１４人
３人

－１１人
３４７人
８人
２人

－６人
９６人
５５人
２５人
－３０人

９６２人
１７.４％（注２）１０４人

（４）特殊勤務手当（平成１７年４月１日現在）

全職種区　　　分

４,２７０万円支給実績（平成１６年度決算）

５４,６０３円職員１人当たり平均支給年額

５５.１％職員全体に占める手当支給職員の割合

３０手当手当の種類（手当数）

（５）時間外勤務手当

職員１人当たり
平均支給年額支給実績

１６１,０００円１億４,５９３万１千円平成１６年度決算

１３８,０００円１億２,９８３万１千円平成１５年度決算

（６）その他の主な手当（平成１７年４月１日現在）

支給職員１人当た
り平均支給年額
（平成１６年度決算）

支給実績
（平成１６年度決算）国の制度との相違点内容及び支給単価手当名

２５６,０４６円１億５,４３９万６,０００円国と同制度

○配偶者　　　　　　　　　　　　　　　１３,５００円
○配偶者以外の扶養親族　
　２人まで　　　　　　　　　　　　　６,０００円
　３人目から　　　　　　　　　　　　５,０００円
　　（１６歳～２２歳の子１人につき５,０００円加算）

扶養手当

９５,５５０円１億４１４万９,５２６円

○借家の場合（家賃１２,０００円を超える場合に限る）
　家賃の額に応じて２７,０００円を限度に支給
○自宅の場合
　新築・購入後５年間　２,５００円

○借家の場合（家賃１１,５００円を超える場合に限る）
　家賃の額に応じて２７,５００円を限度に支給
○自宅の場合
　　　世帯主　　　　　　　　　　　　　９,３００円
　　　その他　　　　　　　　　　　　３,１００円

住居手当

９７,６９７円９,０４６万７,８２６円
 

○電車・バスを利用する場合
月額５５,０００円を限度として、６か月を超えない期
間で低廉な定期券の価格を一括支給

○乗用車等を使用する場合
　使用距離に応じて２,０００円～２４,５００円を支給

○電車・バスを利用する場合
６か月を超えない期間で低廉な定期券・回数券等
の価格を一括支給

○乗用車等を使用する場合
使用距離に応じて５,１００円～３２,８３０円を支給

通勤手当

５６２,４４７円９,６７４万８４６円

○管理又は監督の地位にある職員の官職のうち、規
則で指定する官職を占める職員に対し支給
　一種　　　　　　　給料月額の２５％
　二種　　　　　　　給料月額の２０％
　三種　　　　　　　給料月額の１６％
　四種　　　　　　　給料月額の１２％
　五種　　　　　　　給料月額の１０％
　本省庁課長補佐　　給料月額の８％

○６級～９級の管理職に支給される

　９級（部長相当職）給料月額の１５％
　８級（課長相当職）給料月額の１２％
　７級（課長補佐相当職）給料月額の１０％
　６級で管理職であるもの（指導主事、幼稚園園長）
　　　　　　　　　　給料月額の９％

管理職手当

◆職員の勤務時間その他の勤務条件の状況（平成１７年４月１日現在）
（１）勤務時間の状況
　　　１週間当たり３８時間４５分、１日当たり７時間４５分（完全週休２日制）
（２）休暇の制度
　　　ア　有給休暇　・（年次休暇）年間２０日

・（特別休暇）結婚、忌引き、夏季、リフレ
ッシュ、ボランティア、骨髄
提供、子の看護、妊娠・出産
に係る休暇等

　　　イ　無給休暇　・介護休暇
（３）育児休業及び部分休業の制度
　　ア　育児休業　３歳未満の子を養育する職員が、子が３歳に

　　　　　　達するまでの期間、原則１回取得
　　イ　部分休業　３歳未満の子を養育する職員が、子が３歳に

　　　　　　達するまでの期間、１日を通じて２時間を越
　　　　　　えない範囲で取得

◆職員の任免に関する状況（平成１６年度）
（１）職種別採用者数

合　計教職員消防士土　木保健師一般行政

２２人８人２人２人２人８人

（２）事由別退職者数

合　計その他免　職死　亡自己都合 勧　奨定　年

３８人４人１人２人６人１２人１３人

◆職員の分限及び懲戒の状況（平成１６年度）
（１）職員の分限処分の状況について

降　給休　職免　職降　任

－延べ３６人１人－

◆職員の福祉及び利益の保護の状況（平成１６年度）
　（１）共済組合保健事業

　　　　①成人病予防検査　　　　　受検者数２０６人

　　　　②短期人間ドック　　　　　受検者数５５８人

　（２）公務災害等補償状況

　　　　・公務災害療養補償　　２件　　

　　　　・通勤災害療養補償　　１件

　（３）職員定期健康診断　　　　　受検者数６６６人

　（４）健康管理講演会　　　　　　受講者数７０人

　（５）メンタルヘルス研修会　　　受講者数８人

　（６）Ｂ型肝炎予防接種　　　　　接種者数２４人

　（７）健康管理相談　　　　　　　　　　　　　相談件数２４件

◆平成１６年度千葉県市町村公平委員会の業務状況について
　流山市に該当する案件はなし

（２）職員の懲戒処分の状況について

免　職停　職減　給戒　告

－－１人－

◆職員の服務の状況（平成１６年度）
（１）一般職員（市長部局）の年次有給休暇の取得状況について（平成１６年）

取　得　率平均取得日数対象職員数総取得日数総付与日数

３０.８％１２.１日４８５人５,８６２日１９,０２８日

（２）育児休業及び部分休業の状況（平成１６年度）

部分休業
取得者数うち両休業取得者数 育児休業

取得者数

―――男性職員

――１１人女性職員

――１１人計

◆職員の競争試験及び選考の状況（平成１６年度）

最終合格者数１次選考合格者数申込者数試験区分

１人６人１１人一般行政
（社会人枠）

◆研修の状況（平成１６年度）
（１）庁内研修及び委託研修

人数対　　　象研　修　名
１４人新規採用職員新 規 採 用 職 員 研 修

２０人事務員・技術員等の職にある者職 員 初 級 研 修

３２人受付、各セクションの窓口担当職員マ ナ ー 研 修

１７人課長等の職にある者マ ネ ジ メ ン ト 研 修

３７人係長等の職にある者公 務 員 倫 理 研 修

１６人部長等の職にある者戦略的構想力強化研修

１６人課長等の職にある者戦略的構想力強化研修

１０人主任主事等の職にある者主 任 職 員 研 修

７３人部長、課長の職にある者及び防災関係職員危 機 管 理 研 修

２０人技能労務の職にある者技 能 労 務 職 員 研 修

（２）派遣研修
人数研　　修　　名研　修　先
２人第２部課程、税務専門課程自 治 大 学 校
１人公園緑化研修国 土 交 通 大 学 校

各１人
（計１２
人）

電子自治体構築の情報技術、市町村税徴収事
務、住民行政事務、住民税課税事務、地域
文化の創造、法令実務、固定資産税課税（家
屋）、水道事業経営管理、実践政策法務、は
ばたけ女性リーダー、企画事務、研修事務

市町村職員中央研修所

各１人
（計１８
人）

土木職員研修、用地事務研修、主任保育士
研修、法制実務研修、固定資産税（総合）
研修、接遇研修指導者養成研修、税務事務
研修、徴税事務研修、中堅職員研修（第１
次）、中堅職員研修（第２次）、課長補佐研
修（第１次）、課長補佐研修（第２次）、課
長研修（第１次）、課長研修（第２次）、財
政研修、環境行政研修、政策形成研修、行
政広報研修

千葉県自治専門校
 

（３）特別研修
人数対　象研　　修　　名 

４９人７級以上の職員
第５９回幹部職員共同研修会
｢市民参加に根ざした多治見市の計画行政」
｢働く人のメンタルヘルス」

９０人係長相当職以上の職員ひとづくり講演会 
｢人材の育成と行政における具体的事例｣

（　）　　５ 第１１０４号

市人事行政の運営状況の公表
　ことし７月に「流山市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」が制定されました。これは、行政運営における人事の公
正性・透明性の確保を目的に、前年度における職員の任用、給与、勤務時間、分限、懲戒、服務、研修、勤務成績の評定、千葉
県市町村公平委員会からの業務状況の報告等について、市長がその概要を毎年公表するものです。なお、詳しい内容については、
市ホームページや市役所情報公開コーナーでご覧いただけます。　　　　　　　　　　　　　　　□問 人事課�７１５０－６０６８

◆人件費の状況（平成１６年度普通会計決算）
（参考）１５年度
の人件費率

人件費率
（Ｂ／Ａ）人件費（Ｂ）実質収支歳出額（Ａ）住民基本台帳人口

（Ｈ１７．３．３１現在）区　分

２５.８％２８.７％９７億１,３７０万９千円８億　６７０万５千円３３９億１,６４９万３千円１５０,９１０人流山市
２６.１％２４.６％１０６億８,６７９万７千円１４億　５３３万７千円４３３億８,０１４万円　　１５１,７３３人野田市
２３.８％２４.５％２４３億８,９２２万円　　２５億７,００１万２千円９９４億　　１０万円　　３７６,０１８人柏　市
２８.７％２７.５％２９３億８,２０１万２千円３９億７,６８６万５千円１,０６８億２,０１０万８千円４６７,６５０人松戸市

◆職員給与費の状況　（平成１７年度普通会計予算）
１人当たりの
給与費構成比期末・勤勉手当構成比職員手当構成比給　料給与費職員数区　分

７４５万４千円２５.８％２０億７,３９５万４千円１５.３％１２億３,５４２万３千円５８.９％４７億４,８３２万２千円８０億５,７６９万９千円１,０８１人流山市
７１９万３千円２５.７％２１億５,３７６万４千円１５.１％１２億６,７７４万２千円５９.２％４９億５,８７５万８千円８３億８,0２６万４千円１,１６５人野田市
７４６万５千円２５.１％４８億２,５９９万９千円１６.８％３２億４,３３９万８千円５８.１％１１１億９,７２２万１千円１９２億６,６６１万８千円２,５８１人柏　市
７５８万４千円２６.０％６１億５,３２３万円　　１５.７％３７億１,５６２万９千円５８.４％１３８億５,３９８万９千円２３７億２,２８４万８千円３,１２８人松戸市

◆人件費削減措置状況（本市では厳しい財政状況により、以下のとおり人件費の削減措置を行っています）
内　　容実施期間 削減措置 区　分

管理職手当を１０％減額平成１１年４月から平成１８年３月まで管理職手当の減額
一般職 管理職に支給される期末・勤勉手当の基礎額に加算する

率を一律３％～５％引き下げ同上期末・勤勉手当基礎額に
おける加算率の引き下げ

市長、助役および教育長の給料月額を２０％減額平成１５年７月から当分の間給料月額の減額
特別職 市長、助役および教育長に支給される期末手当を１０％減額平成１１年４月から平成１８年３月まで期末手当の減額

議員に支給される期末手当を５％減額平成１７年４月から平成１８年３月まで議員期末手当の減額

◆ラスパイレス指数の状況（平成１６年４月１日現在）
全国市平均近隣市平均流山市
１０２.１１０３.９１０４.２平成１０年
　９８.２１００.８　９７.４平成１６年

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます

※ラスパイレス指数：国家公務員の給与水準を１００とした場合の地方
公務員の給与水準を示す指数

※職員手当には、退職手当を含みません

平均給与月額平均給料月額平均年齢区　　　　分
３９４,８２７円３１６,４７１円４７.８歳流　山　市
３６３,１５３円３１１,９００円４９.２歳学校給食員
４４３,７３０円２９８,９００円４１.４歳清 掃 職 員
４４４,２０４円３８０,２００円５６.７歳用　務　員
４１０,０４６円３４７,６５３円５０.１歳野　　田　　市
３９８,４１４円３２１,７２６円５０.０歳柏　　　　　市
３７３,０５４円３１０,１１４円４７.０歳松　　戸　　市
３７４,８５７円３２６,７３６円４８.６歳千　　葉　　県
４０６,５８６円　－５２.２歳民間事業者平均

　②技能労務職（平成１７年４月１日現在）

◆職員の平均給料月額・平均給与月額および平均年齢の状況

　①一般行政職（平成１７年４月１日現在）
平均給与月額平均給料月額平均年齢区　分
４８３,００２円３８７,１１２円４６.３歳流山市
４５６,２５２円３５９,８９３円４２.２歳野田市
５００,８６２円３８２,２２１円４５.７歳柏　市
５０７,１８８円３８８,９２０円４６.２歳松戸市
４４８,３２６円３６７,９４２円４４.４歳千葉県
－３２９,７２８円４０.３歳国

◆職員の初任給の状況（平成１７年４月１日現在）
２年後の給料初任給区　　分
１９１,４００円１７７,４００円大学卒流山市

一　 般
行 政 職

１５４,３００円１４３,３００円高校卒
１９０,２００円１７７,３００円大学卒

野田市
１６０,２００円１４８,５００円高校卒
１９２,４００円１７８,４００円大学卒

柏　市
１５５,３００円１４４,３００円高校卒
１９８,６００円１８４,４００円大学卒

松戸市
１６４,０００円１４８,５００円高校卒
１９０,２００円１７７,４００円大学卒

千葉県
１５４,３００円１４３,３００円高校卒
１９８,６００円１７９,８００円大学卒国　Ⅰ
１８４,４００円１７０,７００円大学卒国　Ⅱ
１５４,３００円１４３,３００円高校卒流山市

技　 能
労 務 職

１５０,０２５円１３９,５７５円高校卒野田市
１７２,５３３円１６０,１３３円高校卒柏　市
１５７,５００円１４５,５００円高校卒松戸市
１５４,３００円１４３,３００円高校卒千葉県

◆職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況　　（平成１７年４月１日現在）
経験年数２０年経験年数１５年経験年数１０年区　　　分
３８３,２００円３２６,４７５円２７７,６００円大学卒流山市

一　般
行政職

３３０,９６７円２４９,１３３円１９０,２００円高校卒
３７９,８５５円３２６,４００円２８１,６７１円大学卒

野田市
３３０,０００円２８５,１３３円２２９,０００円高校卒
３８３,３８３円３３２,０３８円２８０,４７３円大学卒

柏　市
３２１,８００円２８５,３１１円２２２,１００円高校卒
３７７,５５８円３２１,０９６円２７６,２１６円大学卒

松戸市
３２９,３５０円２７９,８１４円－高校卒
２４３,９００円２０４,３９７円１８０,９００円高校卒流山市

技　能
労務職

２４７,３００円－－中学卒
－－－高校卒

野田市
２５７,０５０円－－中学卒
２９８,６４３円２６８,２６０円２３０,８００円高校卒

柏　市
－－－中学卒

３２３,９８９円－－高校卒
松戸市

２７２,７５９円２４４,２７０円２１０,６５０円中学卒

◆一般行政職の級別職員数の状況（平成１７年４月１日現在）

５年前の構成比１年前の構成比構成比職員数標準的な職務内容区分
０.７％１.７％０.２％１人事務員／技術員１級
９.３％１０.０％１０.０％５２人主事／技師２級
２５.１％９.４％８.３％４３人主任主事／主任技師３級
－　８.７％９.０％４７人副主査４級
３６.４％３６.７％３６.９％１９２人係長／主査５級
７.１％１０.６％１２.５％６５人係長／主査６級
９.５％１０.８％１１.２％５８人課長補佐 ７級
９.５％９.３％９.２％４８人次長／課長８級
２.４％２.８％２.７％１４人部長／事務局長９級
１００％１００％１００％５２０人合計

※職員数は、本市の給与条例に基づく給料表の区分によります
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です
※級制は、平成１３年４月１日より、従来の８級制から９級制に改正されました

◆昇給期間短縮の状況（企業会計含む全職員）

比率（Ｂ／Ａ）普通昇給期間（１２～２４ヶ月）を
短縮して昇給した職員数（Ｂ）職員数（Ａ）

１６年度 １５年度 １６年度１５年度１６年度 １５年度 
５.４％３.８％６１人４４人１,１３３人１,１６０人

◆特別職の報酬等の状況（平成１７年４月１日現在）

給　料　月　額　等区　　分

近 隣 市
最 低 額

近 隣 市
最 高 額

現給料額
（２０％減額
後の額） 

条例上の額
給　　料

８８５,０００円１,０５０,０００円７４４,０００円９３０,０００円市　長
７５５,０００円８６０,０００円６４２,４００円８０３,０００円助　役
５０５,０００円７２０,０００円５５０,０００円議　長

報　　酬 ４５５,０００円６６０,０００円４９０,０００円副議長
４３０,０００円５９０,０００円４６０,０００円議　員

（平成１６年度支給割合） 
　　　　　　４.４月分 

市　長

期末手当 
助　役

（平成１６年度支給割合）
　　　　　　４.４月分

議　長
副議長
議　員

（支給時期）（算定方式）
退職手当 任期毎に支給給料月額×在職月数×４５／１００市　長

任期毎に支給給料月額×在職月数×２５／１００助　役

◆職員の手当の状況
（１）期末手当・勤勉手当

流　　山　　市
１人当たり平均支給年額（平成１６年度決算）

１８６万８千円

（平成１６年度支
　　　　期末手
　　　　3.0月分
（再任用職員）
　　　　1.6月分

（平成１６年度支給割合）  
　　　期末手当　　勤勉手当
　　　3.0月分　　　1.4月分
（再任用職員）
　　　1.6月分　　　0.7月分

（加算措置の状
職制上の段階、

役職
管理

（加算措置の状況）  
職制上の段階、職務の級等による加算措置

役職加算５％～２０％

（２）退職手当（平成１７年４月１日現在）

流　　山　　市
（支給率）勧奨・定年自己都合（支給率）
勤続２０年27.3　月分21.0　月分勤続２０年
勤続２５年42.12月分33.75月分勤続２５年
勤続３５年59.28月分47.5　月分勤続３５年
最高限度額59.28月分59.28月分最高限度額
○その他の加算
　定年前早期退

○その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置（2％～20％加算）
○退職時特別昇給
　勤続15年以上・勧奨及び定年退職者1～2号給
○一人当たり平均支給額
　　　　　　８２０万円（自己都合）
 ２,６５８万１千円（勧奨・定年）

※退職手当の一人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係

（３）調整手当（平成１７年４月１日現在）

支給実績（平成１６年度決算） 
支給職員１人当たり平均支給年額（平成１６年度決算）

支給対象職員数支給率支給対象地域
1,071人10％市内全域

◆職員数の状況
（１）部門別職員数の状況と主な増減理由（平成１７年４

対前年
増減数

職　員　数区　　　　分
平成１７年平成１６年部　　　　門

０人９人９人議　 会
福
祉
関
係
を
除
く

一
般
行
政
部
門　

欠員不補－６人１７１人１７７人総　 務
税務業務３人５４人５１人税　 務

０人０人０人労　 働
農政事務－２人１０人１２人農　 水
企業立地１人１２人１１人商　 工
欠員不補－１人１２６人１２７人土　 木

－５人３８２人３８７人小　 計
欠員不補－６人２００人２０６人民　 生

福 祉 関 係
部　 　 門 欠員不補－２人７９人８１人衛　 生

－８人２７９人２８７人小　 計
－１３人６６１人６７４人一 般 行 政 計

中学校給食事－１０人１８０人１９０人教　 育
特 別 行 政
部　 　 門 欠員不補－１人１６７人１６８人消　 防

－１１人３４７人３５８人小　 計
水道業務－５人３２人３７人水　 道

公営企業等
会 計 部 門

下水道計－３人２４人２７人下 水 道
国民健康保険２人４０人３８人そ の 他

－６人９６人１０２人小　 計
－３０人１,１０４人１,１３４人合　　　　計

（２）年齢別職員構成の状況（平成１７年４月１日現在）
４８歳～

５１歳

４４歳～

４７歳

４０歳～

４３歳

３６歳～

３９歳

３２歳～

３５歳

２８歳～

３１歳

２４歳～

２７歳

２０歳～

２３歳

２０歳
未満区　分

２１４人１６７人１２８人１０１人８０人８１人４１人７人０人職員数

（３）定員適正化計画の数値目標及び進捗状況（企業会
①定員適正化目標
　平成１６年４月１日から平成２１年４月１までに１７２人を純減す
②平成２２年４月１日現在における定員の数値目標
　平成１７年度中に策定する予定です。
③定員適正化計画（注１）の年次別進捗状況（実績）の概要

平成１７平成１６年区　分
部　門

減　員

一 般 行 政
増　員

－差　引
６７４人職員数

減　員

特 別 行 政
増　員

－差　引
３５８人職員数

減　員

公営企業等会計
増　員

－差　引
１０２人職員数

減　員

計
増　員

－差　引

１,１,１３４人職員数

注１：計画期間は、平成１７年～２１年の５年間です
注２：数値目標に対する進捗率を示しています

※給与月額とは、職員に月々支給される給料および職員手当（期末・勤勉
手当、退職手当を除く）の合計をいいます

　給与・定員管理等の公表は、「地方公共団体における職員給与等の公表について」（平成１７年８月２９日付け総務事
務次官通知）の様式記載要領などに準じて掲載しているものです。
　なお、表中の千葉県の数値は「千葉県民だより」を、近隣市の数値は各市の協力によって作成しました。また、
引用した資料の違いにより、数値が異なる場合があります。
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平成17年１２月１５日（木曜日）　　　（　）４

国

－

支給割合） 
手当　　勤勉手当
分　　　1.4月分

分　　　0.7月分

状況） 
職務の級等による加算措置

職加算　５％～２０％
理職加算１０％～２５％

国
勧奨・定年自己都合
27.3　月分21.0　月分
42.12月分33.75月分
59.28月分47.5　月分 
59.28月分59.28月分

算措置
退職特例措置（2％～20％加算）

係る職員に支給された平均額です

４億９,３４９万６千円
４５２,７４８円

国の制度（支給率）
0％

月１日現在）

主な増減理由

充等による減
の充実による増

の統廃合縮小による減
事務の業務増による増員
充等による減

充等による減
充等による減

事務の一部民間委託及び欠員不補充による減
充による減

委託を前提とした減
画課を廃止したことによる減
険及び介護保険事務の業務増による増員

計６０歳
以上

５６歳～

５９歳

５２歳～

５５歳

歳

歳

１,１０４人１６人１０７人１６２人人

会計分を含む）

する。

平成２１年
数値目標７年１年目

３３人
２０人
－１３人
６６１人
１４人
３人

－１１人
３４７人
８人
２人

－６人
９６人
５５人
２５人
－３０人

９６２人
１７.４％（注２）１０４人

（４）特殊勤務手当（平成１７年４月１日現在）

全職種区　　　分

４,２７０万円支給実績（平成１６年度決算）

５４,６０３円職員１人当たり平均支給年額

５５.１％職員全体に占める手当支給職員の割合

３０手当手当の種類（手当数）

（５）時間外勤務手当

職員１人当たり
平均支給年額支給実績

１６１,０００円１億４,５９３万１千円平成１６年度決算

１３８,０００円１億２,９８３万１千円平成１５年度決算

（６）その他の主な手当（平成１７年４月１日現在）

支給職員１人当た
り平均支給年額
（平成１６年度決算）

支給実績
（平成１６年度決算）国の制度との相違点内容及び支給単価手当名

２５６,０４６円１億５,４３９万６,０００円国と同制度

○配偶者　　　　　　　　　　　　　　　１３,５００円
○配偶者以外の扶養親族　
　２人まで　　　　　　　　　　　　　６,０００円
　３人目から　　　　　　　　　　　　５,０００円
　　（１６歳～２２歳の子１人につき５,０００円加算）

扶養手当

９５,５５０円１億４１４万９,５２６円

○借家の場合（家賃１２,０００円を超える場合に限る）
　家賃の額に応じて２７,０００円を限度に支給
○自宅の場合
　新築・購入後５年間　２,５００円

○借家の場合（家賃１１,５００円を超える場合に限る）
　家賃の額に応じて２７,５００円を限度に支給
○自宅の場合
　　　世帯主　　　　　　　　　　　　　９,３００円
　　　その他　　　　　　　　　　　　３,１００円

住居手当

９７,６９７円９,０４６万７,８２６円
 

○電車・バスを利用する場合
月額５５,０００円を限度として、６か月を超えない期
間で低廉な定期券の価格を一括支給

○乗用車等を使用する場合
　使用距離に応じて２,０００円～２４,５００円を支給

○電車・バスを利用する場合
６か月を超えない期間で低廉な定期券・回数券等
の価格を一括支給

○乗用車等を使用する場合
使用距離に応じて５,１００円～３２,８３０円を支給

通勤手当

５６２,４４７円９,６７４万８４６円

○管理又は監督の地位にある職員の官職のうち、規
則で指定する官職を占める職員に対し支給
　一種　　　　　　　給料月額の２５％
　二種　　　　　　　給料月額の２０％
　三種　　　　　　　給料月額の１６％
　四種　　　　　　　給料月額の１２％
　五種　　　　　　　給料月額の１０％
　本省庁課長補佐　　給料月額の８％

○６級～９級の管理職に支給される

　９級（部長相当職）給料月額の１５％
　８級（課長相当職）給料月額の１２％
　７級（課長補佐相当職）給料月額の１０％
　６級で管理職であるもの（指導主事、幼稚園園長）
　　　　　　　　　　給料月額の９％

管理職手当

◆職員の勤務時間その他の勤務条件の状況（平成１７年４月１日現在）
（１）勤務時間の状況
　　　１週間当たり３８時間４５分、１日当たり７時間４５分（完全週休２日制）
（２）休暇の制度
　　　ア　有給休暇　・（年次休暇）年間２０日

・（特別休暇）結婚、忌引き、夏季、リフレ
ッシュ、ボランティア、骨髄
提供、子の看護、妊娠・出産
に係る休暇等

　　　イ　無給休暇　・介護休暇
（３）育児休業及び部分休業の制度
　　ア　育児休業　３歳未満の子を養育する職員が、子が３歳に

　　　　　　達するまでの期間、原則１回取得
　　イ　部分休業　３歳未満の子を養育する職員が、子が３歳に

　　　　　　達するまでの期間、１日を通じて２時間を越
　　　　　　えない範囲で取得

◆職員の任免に関する状況（平成１６年度）
（１）職種別採用者数

合　計教職員消防士土　木保健師一般行政

２２人８人２人２人２人８人

（２）事由別退職者数

合　計その他免　職死　亡自己都合 勧　奨定　年

３８人４人１人２人６人１２人１３人

◆職員の分限及び懲戒の状況（平成１６年度）
（１）職員の分限処分の状況について

降　給休　職免　職降　任

－延べ３６人１人－

◆職員の福祉及び利益の保護の状況（平成１６年度）
　（１）共済組合保健事業

　　　　①成人病予防検査　　　　　受検者数２０６人

　　　　②短期人間ドック　　　　　受検者数５５８人

　（２）公務災害等補償状況

　　　　・公務災害療養補償　　２件　　

　　　　・通勤災害療養補償　　１件

　（３）職員定期健康診断　　　　　受検者数６６６人

　（４）健康管理講演会　　　　　　受講者数７０人

　（５）メンタルヘルス研修会　　　受講者数８人

　（６）Ｂ型肝炎予防接種　　　　　接種者数２４人

　（７）健康管理相談　　　　　　　　　　　　　相談件数２４件

◆平成１６年度千葉県市町村公平委員会の業務状況について
　流山市に該当する案件はなし

（２）職員の懲戒処分の状況について

免　職停　職減　給戒　告

－－１人－

◆職員の服務の状況（平成１６年度）
（１）一般職員（市長部局）の年次有給休暇の取得状況について（平成１６年）

取　得　率平均取得日数対象職員数総取得日数総付与日数

３０.８％１２.１日４８５人５,８６２日１９,０２８日

（２）育児休業及び部分休業の状況（平成１６年度）

部分休業
取得者数うち両休業取得者数 育児休業

取得者数

―――男性職員

――１１人女性職員

――１１人計

◆職員の競争試験及び選考の状況（平成１６年度）

最終合格者数１次選考合格者数申込者数試験区分

１人６人１１人一般行政
（社会人枠）

◆研修の状況（平成１６年度）
（１）庁内研修及び委託研修

人数対　　　象研　修　名
１４人新規採用職員新 規 採 用 職 員 研 修

２０人事務員・技術員等の職にある者職 員 初 級 研 修

３２人受付、各セクションの窓口担当職員マ ナ ー 研 修

１７人課長等の職にある者マ ネ ジ メ ン ト 研 修

３７人係長等の職にある者公 務 員 倫 理 研 修

１６人部長等の職にある者戦略的構想力強化研修

１６人課長等の職にある者戦略的構想力強化研修

１０人主任主事等の職にある者主 任 職 員 研 修

７３人部長、課長の職にある者及び防災関係職員危 機 管 理 研 修

２０人技能労務の職にある者技 能 労 務 職 員 研 修

（２）派遣研修
人数研　　修　　名研　修　先
２人第２部課程、税務専門課程自 治 大 学 校
１人公園緑化研修国 土 交 通 大 学 校

各１人
（計１２
人）

電子自治体構築の情報技術、市町村税徴収事
務、住民行政事務、住民税課税事務、地域
文化の創造、法令実務、固定資産税課税（家
屋）、水道事業経営管理、実践政策法務、は
ばたけ女性リーダー、企画事務、研修事務

市町村職員中央研修所

各１人
（計１８
人）

土木職員研修、用地事務研修、主任保育士
研修、法制実務研修、固定資産税（総合）
研修、接遇研修指導者養成研修、税務事務
研修、徴税事務研修、中堅職員研修（第１
次）、中堅職員研修（第２次）、課長補佐研
修（第１次）、課長補佐研修（第２次）、課
長研修（第１次）、課長研修（第２次）、財
政研修、環境行政研修、政策形成研修、行
政広報研修

千葉県自治専門校
 

（３）特別研修
人数対　象研　　修　　名 

４９人７級以上の職員
第５９回幹部職員共同研修会
｢市民参加に根ざした多治見市の計画行政」
｢働く人のメンタルヘルス」

９０人係長相当職以上の職員ひとづくり講演会 
｢人材の育成と行政における具体的事例｣

（　）　　５ 第１１０４号

市人事行政の運営状況の公表
　ことし７月に「流山市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」が制定されました。これは、行政運営における人事の公
正性・透明性の確保を目的に、前年度における職員の任用、給与、勤務時間、分限、懲戒、服務、研修、勤務成績の評定、千葉
県市町村公平委員会からの業務状況の報告等について、市長がその概要を毎年公表するものです。なお、詳しい内容については、
市ホームページや市役所情報公開コーナーでご覧いただけます。　　　　　　　　　　　　　　　□問 人事課�７１５０－６０６８

◆人件費の状況（平成１６年度普通会計決算）
（参考）１５年度
の人件費率

人件費率
（Ｂ／Ａ）人件費（Ｂ）実質収支歳出額（Ａ）住民基本台帳人口

（Ｈ１７．３．３１現在）区　分

２５.８％２８.７％９７億１,３７０万９千円８億　６７０万５千円３３９億１,６４９万３千円１５０,９１０人流山市
２６.１％２４.６％１０６億８,６７９万７千円１４億　５３３万７千円４３３億８,０１４万円　　１５１,７３３人野田市
２３.８％２４.５％２４３億８,９２２万円　　２５億７,００１万２千円９９４億　　１０万円　　３７６,０１８人柏　市
２８.７％２７.５％２９３億８,２０１万２千円３９億７,６８６万５千円１,０６８億２,０１０万８千円４６７,６５０人松戸市

◆職員給与費の状況　（平成１７年度普通会計予算）
１人当たりの
給与費構成比期末・勤勉手当構成比職員手当構成比給　料給与費職員数区　分

７４５万４千円２５.８％２０億７,３９５万４千円１５.３％１２億３,５４２万３千円５８.９％４７億４,８３２万２千円８０億５,７６９万９千円１,０８１人流山市
７１９万３千円２５.７％２１億５,３７６万４千円１５.１％１２億６,７７４万２千円５９.２％４９億５,８７５万８千円８３億８,0２６万４千円１,１６５人野田市
７４６万５千円２５.１％４８億２,５９９万９千円１６.８％３２億４,３３９万８千円５８.１％１１１億９,７２２万１千円１９２億６,６６１万８千円２,５８１人柏　市
７５８万４千円２６.０％６１億５,３２３万円　　１５.７％３７億１,５６２万９千円５８.４％１３８億５,３９８万９千円２３７億２,２８４万８千円３,１２８人松戸市

◆人件費削減措置状況（本市では厳しい財政状況により、以下のとおり人件費の削減措置を行っています）
内　　容実施期間 削減措置 区　分

管理職手当を１０％減額平成１１年４月から平成１８年３月まで管理職手当の減額
一般職 管理職に支給される期末・勤勉手当の基礎額に加算する

率を一律３％～５％引き下げ同上期末・勤勉手当基礎額に
おける加算率の引き下げ

市長、助役および教育長の給料月額を２０％減額平成１５年７月から当分の間給料月額の減額
特別職 市長、助役および教育長に支給される期末手当を１０％減額平成１１年４月から平成１８年３月まで期末手当の減額

議員に支給される期末手当を５％減額平成１７年４月から平成１８年３月まで議員期末手当の減額

◆ラスパイレス指数の状況（平成１６年４月１日現在）
全国市平均近隣市平均流山市
１０２.１１０３.９１０４.２平成１０年
　９８.２１００.８　９７.４平成１６年

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます

※ラスパイレス指数：国家公務員の給与水準を１００とした場合の地方
公務員の給与水準を示す指数

※職員手当には、退職手当を含みません

平均給与月額平均給料月額平均年齢区　　　　分
３９４,８２７円３１６,４７１円４７.８歳流　山　市
３６３,１５３円３１１,９００円４９.２歳学校給食員
４４３,７３０円２９８,９００円４１.４歳清 掃 職 員
４４４,２０４円３８０,２００円５６.７歳用　務　員
４１０,０４６円３４７,６５３円５０.１歳野　　田　　市
３９８,４１４円３２１,７２６円５０.０歳柏　　　　　市
３７３,０５４円３１０,１１４円４７.０歳松　　戸　　市
３７４,８５７円３２６,７３６円４８.６歳千　　葉　　県
４０６,５８６円　－５２.２歳民間事業者平均

　②技能労務職（平成１７年４月１日現在）

◆職員の平均給料月額・平均給与月額および平均年齢の状況

　①一般行政職（平成１７年４月１日現在）
平均給与月額平均給料月額平均年齢区　分
４８３,００２円３８７,１１２円４６.３歳流山市
４５６,２５２円３５９,８９３円４２.２歳野田市
５００,８６２円３８２,２２１円４５.７歳柏　市
５０７,１８８円３８８,９２０円４６.２歳松戸市
４４８,３２６円３６７,９４２円４４.４歳千葉県
－３２９,７２８円４０.３歳国

◆職員の初任給の状況（平成１７年４月１日現在）
２年後の給料初任給区　　分
１９１,４００円１７７,４００円大学卒流山市

一　 般
行 政 職

１５４,３００円１４３,３００円高校卒
１９０,２００円１７７,３００円大学卒

野田市
１６０,２００円１４８,５００円高校卒
１９２,４００円１７８,４００円大学卒

柏　市
１５５,３００円１４４,３００円高校卒
１９８,６００円１８４,４００円大学卒

松戸市
１６４,０００円１４８,５００円高校卒
１９０,２００円１７７,４００円大学卒

千葉県
１５４,３００円１４３,３００円高校卒
１９８,６００円１７９,８００円大学卒国　Ⅰ
１８４,４００円１７０,７００円大学卒国　Ⅱ
１５４,３００円１４３,３００円高校卒流山市

技　 能
労 務 職

１５０,０２５円１３９,５７５円高校卒野田市
１７２,５３３円１６０,１３３円高校卒柏　市
１５７,５００円１４５,５００円高校卒松戸市
１５４,３００円１４３,３００円高校卒千葉県

◆職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況　　（平成１７年４月１日現在）
経験年数２０年経験年数１５年経験年数１０年区　　　分
３８３,２００円３２６,４７５円２７７,６００円大学卒流山市

一　般
行政職

３３０,９６７円２４９,１３３円１９０,２００円高校卒
３７９,８５５円３２６,４００円２８１,６７１円大学卒

野田市
３３０,０００円２８５,１３３円２２９,０００円高校卒
３８３,３８３円３３２,０３８円２８０,４７３円大学卒

柏　市
３２１,８００円２８５,３１１円２２２,１００円高校卒
３７７,５５８円３２１,０９６円２７６,２１６円大学卒

松戸市
３２９,３５０円２７９,８１４円－高校卒
２４３,９００円２０４,３９７円１８０,９００円高校卒流山市

技　能
労務職

２４７,３００円－－中学卒
－－－高校卒

野田市
２５７,０５０円－－中学卒
２９８,６４３円２６８,２６０円２３０,８００円高校卒

柏　市
－－－中学卒

３２３,９８９円－－高校卒
松戸市

２７２,７５９円２４４,２７０円２１０,６５０円中学卒

◆一般行政職の級別職員数の状況（平成１７年４月１日現在）

５年前の構成比１年前の構成比構成比職員数標準的な職務内容区分
０.７％１.７％０.２％１人事務員／技術員１級
９.３％１０.０％１０.０％５２人主事／技師２級
２５.１％９.４％８.３％４３人主任主事／主任技師３級
－　８.７％９.０％４７人副主査４級
３６.４％３６.７％３６.９％１９２人係長／主査５級
７.１％１０.６％１２.５％６５人係長／主査６級
９.５％１０.８％１１.２％５８人課長補佐 ７級
９.５％９.３％９.２％４８人次長／課長８級
２.４％２.８％２.７％１４人部長／事務局長９級
１００％１００％１００％５２０人合計

※職員数は、本市の給与条例に基づく給料表の区分によります
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です
※級制は、平成１３年４月１日より、従来の８級制から９級制に改正されました

◆昇給期間短縮の状況（企業会計含む全職員）

比率（Ｂ／Ａ）普通昇給期間（１２～２４ヶ月）を
短縮して昇給した職員数（Ｂ）職員数（Ａ）

１６年度 １５年度 １６年度１５年度１６年度 １５年度 
５.４％３.８％６１人４４人１,１３３人１,１６０人

◆特別職の報酬等の状況（平成１７年４月１日現在）

給　料　月　額　等区　　分

近 隣 市
最 低 額

近 隣 市
最 高 額

現給料額
（２０％減額
後の額） 

条例上の額
給　　料

８８５,０００円１,０５０,０００円７４４,０００円９３０,０００円市　長
７５５,０００円８６０,０００円６４２,４００円８０３,０００円助　役
５０５,０００円７２０,０００円５５０,０００円議　長

報　　酬 ４５５,０００円６６０,０００円４９０,０００円副議長
４３０,０００円５９０,０００円４６０,０００円議　員

（平成１６年度支給割合） 
　　　　　　４.４月分 

市　長

期末手当 
助　役

（平成１６年度支給割合）
　　　　　　４.４月分

議　長
副議長
議　員

（支給時期）（算定方式）
退職手当 任期毎に支給給料月額×在職月数×４５／１００市　長

任期毎に支給給料月額×在職月数×２５／１００助　役

◆職員の手当の状況
（１）期末手当・勤勉手当

流　　山　　市
１人当たり平均支給年額（平成１６年度決算）

１８６万８千円

（平成１６年度支
　　　　期末手
　　　　3.0月分
（再任用職員）
　　　　1.6月分

（平成１６年度支給割合）  
　　　期末手当　　勤勉手当
　　　3.0月分　　　1.4月分
（再任用職員）
　　　1.6月分　　　0.7月分

（加算措置の状
職制上の段階、

役職
管理

（加算措置の状況）  
職制上の段階、職務の級等による加算措置

役職加算５％～２０％

（２）退職手当（平成１７年４月１日現在）

流　　山　　市
（支給率）勧奨・定年自己都合（支給率）
勤続２０年27.3　月分21.0　月分勤続２０年
勤続２５年42.12月分33.75月分勤続２５年
勤続３５年59.28月分47.5　月分勤続３５年
最高限度額59.28月分59.28月分最高限度額
○その他の加算
　定年前早期退

○その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置（2％～20％加算）
○退職時特別昇給
　勤続15年以上・勧奨及び定年退職者1～2号給
○一人当たり平均支給額
　　　　　　８２０万円（自己都合）
 ２,６５８万１千円（勧奨・定年）

※退職手当の一人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係

（３）調整手当（平成１７年４月１日現在）

支給実績（平成１６年度決算） 
支給職員１人当たり平均支給年額（平成１６年度決算）

支給対象職員数支給率支給対象地域
1,071人10％市内全域

◆職員数の状況
（１）部門別職員数の状況と主な増減理由（平成１７年４

対前年
増減数

職　員　数区　　　　分
平成１７年平成１６年部　　　　門

０人９人９人議　 会
福
祉
関
係
を
除
く

一
般
行
政
部
門　

欠員不補－６人１７１人１７７人総　 務
税務業務３人５４人５１人税　 務

０人０人０人労　 働
農政事務－２人１０人１２人農　 水
企業立地１人１２人１１人商　 工
欠員不補－１人１２６人１２７人土　 木

－５人３８２人３８７人小　 計
欠員不補－６人２００人２０６人民　 生

福 祉 関 係
部　 　 門 欠員不補－２人７９人８１人衛　 生

－８人２７９人２８７人小　 計
－１３人６６１人６７４人一 般 行 政 計

中学校給食事－１０人１８０人１９０人教　 育
特 別 行 政
部　 　 門 欠員不補－１人１６７人１６８人消　 防

－１１人３４７人３５８人小　 計
水道業務－５人３２人３７人水　 道

公営企業等
会 計 部 門

下水道計－３人２４人２７人下 水 道
国民健康保険２人４０人３８人そ の 他

－６人９６人１０２人小　 計
－３０人１,１０４人１,１３４人合　　　　計

（２）年齢別職員構成の状況（平成１７年４月１日現在）
４８歳～

５１歳

４４歳～

４７歳

４０歳～

４３歳

３６歳～

３９歳

３２歳～

３５歳

２８歳～

３１歳

２４歳～

２７歳

２０歳～

２３歳

２０歳
未満区　分

２１４人１６７人１２８人１０１人８０人８１人４１人７人０人職員数

（３）定員適正化計画の数値目標及び進捗状況（企業会
①定員適正化目標
　平成１６年４月１日から平成２１年４月１までに１７２人を純減す
②平成２２年４月１日現在における定員の数値目標
　平成１７年度中に策定する予定です。
③定員適正化計画（注１）の年次別進捗状況（実績）の概要

平成１７平成１６年区　分
部　門

減　員

一 般 行 政
増　員

－差　引
６７４人職員数

減　員

特 別 行 政
増　員

－差　引
３５８人職員数

減　員

公営企業等会計
増　員

－差　引
１０２人職員数

減　員

計
増　員

－差　引

１,１,１３４人職員数

注１：計画期間は、平成１７年～２１年の５年間です
注２：数値目標に対する進捗率を示しています

※給与月額とは、職員に月々支給される給料および職員手当（期末・勤勉
手当、退職手当を除く）の合計をいいます

　給与・定員管理等の公表は、「地方公共団体における職員給与等の公表について」（平成１７年８月２９日付け総務事
務次官通知）の様式記載要領などに準じて掲載しているものです。
　なお、表中の千葉県の数値は「千葉県民だより」を、近隣市の数値は各市の協力によって作成しました。また、
引用した資料の違いにより、数値が異なる場合があります。

Mac6 Title:広報ながれやま1104号Ｐ4-5….ec6 Page:4  Date: 2005/12/12 Mon 17:17:29



平成17年１２月１５日（木曜日）　　　（　）６第１１０４号

����������������������������
����������������������������
����������������������������
����������������������������
����������������������������

　

市
で
は
、
た
ば
こ
の
吸
い

殻
の
ポ
イ
捨
て
に
よ
る
ご
み

の
散
乱
防
止
や
、
歩
行
喫
煙

に
よ
る
事
故
防
止
の
観
点
か 

ら
、
路
上
喫
煙
の
規
制
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
市
内
に
お

い
て
道
路
な
ど
公
共
の
場
で

の
喫
煙
を
原
則
と
し
て
禁
止

す
る
と
と
も
に
、「
路
上
喫
煙

の
防
止
重
点
区
域
（
南
流
山

駅
周
辺
、
江
戸
川
台
駅
周
辺

を
予
定
）」
を
指
定
し
、
そ
こ

で
の
路
上
喫
煙
に
対
し
て
過

料
な
ど
罰
則
の
規
定
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
路
上
喫
煙
等
の
防
止

に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
等
か
ら
の
ご
意
見
を
お
聞

き
し
た
上
で
、
制
度
を
導
入

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
市
内
在
住
の
方
、
在

勤
・
在
学
中
の
方
、
ぜ
ひ
、

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ 

い
。

　

▽
募
集
期
間
＝　

月　

日

１２

２８

�　

時
ま
で
▽
提
出
方
法
＝

１７
ご
意
見
（
任
意
様
式
）
を
、

ま
た
は
各
出
張
所
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

▽
対
象
＝
昭
和　

年
４
月

６１

１
日
以
前
に
生
ま
れ
、
市
内

に
住
所
が
あ
り
、　

ア
ー
ル

１０

以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い

る
方
お
よ
び
同
居
の
親
族
ま

た
は
配
偶
者
で
、
年
間　

日
６０

以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る

方
　

□問
 

市
農
業
委
員
会
事
務
局

�
７
１
５
０
―
６
１
０
２

　

建
て
替
え
や
老
朽
化
な
ど

で
家
屋
を
取
り
壊
し
た
方 

は
、「
家
屋
滅
失
届
」
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

家
屋
滅
失
届
は
、
取
り
壊

し
に
よ
っ
て
存
在
し
な
い
居

宅
や
物
置
、
車
庫
な
ど
に
、

固
定
資
産
税
な
ど
が
課
税
さ

れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の

手
続
き
で
す
。

　

な
お
、
平
成　

年
以
前
に

１６

取
り
壊
し
た
家
屋
の
場
合 

は
、
家
屋
取
壊
証
明
書
の
添

付
が
必
要
で
す
。ま
た
、取
り

〒
２
７
０
―
０
１
９
２
流
山

市
役
所
環
境
保
全
課
へ
郵
送

ま
た
は
持
参
（
フ
ァ
ッ
ク 

ス
、Ｅ
メ
ー
ル（k  ankyou

       

h
ozen

@
city
.n
ag
are

 
    
 
    
  
  
    

y
am
a.ch
ib
a.jp

 
  
    
  
    
）
も
可
）

　

※
個
々
の
意
見
等
へ
の
回

答
は
し
ま
せ
ん
。
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
を

　

□問
 

環
境
保
全
課
�
７
１
５

０
―
６
０
８
３
／
　�
 

７
１
５

８
―
５
８
４
０

　

市
内
の
農
業
従
事
者
が
、

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
権

と
被
選
挙
権
を
得
る
た
め
の

選
挙
人
名
簿
へ
の
登
載
申
請

期
限
は
、
１
月　

日
�
ま
で

１０

で
す
。

　

同
名
簿
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
で
調
整
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

　
　

月
に
配
布
し
た
申
請
用

１１
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

同
封
し
た
封
筒
に
封
入
の 

上
、
農
家
組
合
長
を
通
じ 

て
、
市
農
業
委
員
会
事
務
局

ま
ざ
ま
な
こ
と
に
、
共
に
気

づ
き
解
決
し
て
い
く
た
め
の

セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

　

ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

▽
日
程
・
内
容
等
＝
別
表

の
と
お
り
▽
場
所
＝
文
化
会

館
▽
対
象
／
定
員
＝
市
内
在

　

子
育
て
も
終
わ
り
、
夫
婦

で
生
活
す
る
時
間
も
長
く
な

り
、
新
た
な
夫
婦
の
仕
切
り

直
し
の
時
期
で
も
あ
る
中
高

年
期
。

　

「
ナ
イ
ス　

エ
イ
ジ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー
」
は
、
人
生
の
午

後
を
楽
し
み
つ
つ
自
立
し
て

生
き
て
い
く
た
め
に
、
女
性

が
加
齢
と
と
も
に
出
会
う
さ

壊
し
た
後
に
新
築
や
増
築
を

し
た
場
合
は
、
家
屋
調
査
の

際
に
、
調
査
員
に
家
屋
を
取

り
壊
し
た
こ
と
を
告
げ
る
だ

け
で
手
続
き
が
済
み
ま
す
。

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

資
産
税
課
�
７
１
５
０

―
６
０
７
４

コ
ン
ロ
」、「
ご
み
焼
却
中
の

不
注
意
」
な
ど
で
す
。

　

火
災
を
起
こ
さ
な
い
た
め

の「
火
の
用
心
、７
つ
の
ポ
イ

ン
ト
」は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

①
家
の
周
り
に
燃
え
や
す

い
物
を
置
か
な
い（
落
ち
葉
な

ど
は
、
ま
め
に
掃
除
す
る
）。

　

②
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の

投
げ
捨
て
を
し
な
い
。

　

③
コ
ン
ロ
を
使
っ
て
い
る

時
は
離
れ
な
い
。

　

④
た
き
火
を
し
な
い
。

　

⑤
子
ど
も
に
火
遊
び
を
さ

せ
な
い
。

　

⑥
電
気
器
具
は
正
し
く
使

い
、た
こ
足
配
線
は
し
な
い
。

　

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
燃
え
や

す
い
物
を
近
づ
け
な
い
。

　

冬
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火

災
が
起
こ
り
や
す
く
、
さ
ら

に
年
の
瀬
は
何
か
と
忙
し
い

た
め
、
火
の
元
へ
の
注
意
も

怠
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。
火

災
に
は
十
分
気
を
付
け
ま
し

ょ
う
。

　

□問
 

予
防
課
�
７
１
５
８
―

０
２
７
０

　

「
歳
末
火
災
予
防
特
別
警

戒
」
を
、
今
月　

日
か
ら　

２５

３１

日
ま
で
展
開
し
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
消
防
本
部
、

消
防
署
、
消
防
団
が
、
市
内

全
域
で
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル
や

広
報
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
と
し
１
月
か
ら　

月
末

１０

ま
で
に
、
市
内
で
は　

件 
４４

（
昨
年
同
期　

件
）の
火
災
が

４２

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
火
災
原
因
は
、「
放 

火
、
放
火
の
疑
い
」、「
ガ
ス

　

流
山
警
察
署
で
は
、
年
末

年
始
に
市
民
の
皆
さ
ん
が
安

全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
、
１
月
３
日
ま
で
「
特

別
警
戒
取
締
り
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
交
通
死
亡
事

故
抑
止
特
別
取
り
締
ま
り
の

ほ
か
、
①
ひ
っ
た
く
り
や
路

上
強
盗
な
ど
の
街
頭
犯
罪
②

高
齢
者
を
狙
っ
た
知
能
犯
罪 

（
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
）③
女

性
や
子
ど
も
を
狙
っ
た
犯
罪

④
空
き
巣
な
ど
の
侵
入
犯
罪

⑤
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
・
ス
ト
ア
、
タ
ク
シ
ー

な
ど
を
狙
っ
た
強
盗
事
件
―

な
ど
の
防
止
と
検
挙
を
重
点

に
警
戒
取
り
締
ま
り
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

□問
 

流
山
警
察
署
�
７
１
５

９
―
０
１
１
０

住
・
在
勤
の
女
性
／　

人（
先

４０

着
順
）▽
参
加
費
＝
無
料（
一

部
材
料
費
あ
り
）▽
申
し
込 

み
＝
電
話
で
文
化
会
館
へ
※

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５
８

―
３
４
６
２

　きょう１５日から「門松カード｣を配布します。
　自治会を通じた配布は行いませんので、必要な方は市役所公園
緑地課、各出張所、各公民館で受け取ってください。配布は１世
帯１枚までとし、なくなり次第終了とさせていただきます。
　なお、各戸で印刷できるよう、市ホームページでも門松カード
の印刷データを用意しています。
　□問 公園緑地課�７１５０－６０９２

万一の地震に備えて万一の地震に備えて 
わが家の耐震診断をわが家の耐震診断を

　
路路路路路路路路路路路路路路路路
上上上上上上上上上上上上上上上上
喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
のののののののののののののののの
規規規規規規規規規規規規規規規規
制制制制制制制制制制制制制制制制
をををををををををををををををを
検検検検検検検検検検検検検検検検
討討討討討討討討討討討討討討討討

路
上
喫
煙
の
規
制
を
検
討 

日
ま
で
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

　

日
ま
で
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す　

２８２８

門松カード　きょう１５日から配布

公 民 館

ナイスナイス エイジング　エイジング　セミナーセミナー 

～～これからのワタシを生きる～これからのワタシを生きる～

特特
別
警
戒
取
締
り

別
警
戒
取
締
り 

年
末
年
始
の
事
件
事
故
を
防
止

年
末
年
始
の
事
件
事
故
を
防
止

流流山山警警察察署署

　
農
業
委
員
の
選
挙
人
名
簿

農
業
委
員
の
選
挙
人
名
簿 

登
載
申
請
は
１
月

日
ま
で
に

登
載
申
請
は
１
月　

日
ま
で
に

１０１０

　
建
物
を
取
り
壊
し
た
ら

建
物
を
取
り
壊
し
た
ら 

家
屋
滅
失
届
の
提
出
を

家
屋
滅
失
届
の
提
出
を　

　新潟県中越地震で被災した住宅

火の用心火の用心
７つのポイント７つのポイント
歳末火災予防特別警戒を実施歳末火災予防特別警戒を実施

【日程・内容等】
講　師内　容日　時

保健師
水野貞子さん

からだが求める食事って
～見直してみよう日々の食事

１月１５日�
１０：００～１４：００

流山音楽療法「元気にド
レミ」主宰　武田シズ江さん

暮らしに音楽を
～音楽療法を体験

１月２２日�
１０：００～１２：００

早稲田大学講師
辻智子さん

【公開講座】これからの私を生きる
～自分らしく輝くために

１月２２日�
１３：３０～１５：３０

千葉医療センター産婦人
科医長　大川玲子さん

【公開講座】女性のからだと健康
～更年期からのからだと向き合う

１月２９日�
１０：００～１１：３０

日本葬祭アカデミー教務
研究室代表
二村祐輔さん

人生の終末を考える
～わかりやすいお葬式、知ってお
きたい知識と知恵

２月５日�
１３：３０～１５：３０

ＮＰＯ法人ＳＳＳネット
ワーク代表　松原惇子さん

女が１人で生きていく智恵
～個として最後まで生きるには

２月１２日�
１０：００～１２：００

ヨーガ講師
柳瀬雅巴さん

心もからだもしなやかに
～ヨーガ体験

２月１２日�
１３：３０～１５：３０

　

首
都
直
下
型
の
大
規
模
な
地
震
の
発
生
が
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

お
住
ま
い
の
建
物
は
、
現
在
の
耐
震
基
準
で
は
大
丈
夫
で

す
か
。万
一
の
地
震
に
備
え
、

耐
震
診
断
を
受
け
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

▽
対
象
建
物
＝
昭
和　

年
５６

以
前
に
建
築
の
木
造
住
宅
▽

診
断
方
法
＝
提
出
さ
れ
た
平

面
図
を
基
に
、
パ
ソ
コ
ン
に

よ
り
診
断
を
実
施
▽
受
付
期

間
／
時
間
＝　

月　

日
�
ま

１２

２８

で
（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除

く
）
／
８
時　

分
〜　

時　

３０

１７

２０

分
▽
申
し
込
み
＝
電
話
で
建

築
住
宅
課
へ

　

□問
 

建
築
住
宅
課
�
７
１
５

０
―
６
０
８
８

　ポイ捨てのない　きれいなまちに
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★印のあるものは市主催のものです 

講
座
・
講
演

　

★
自
動
体
外
式
除
細
動
器

の
仕
組
み
講
演

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�　

１２

１８

１４

時
〜　

時
▽
場
所
＝
北
消
防

１６

署
▽
対
象
／
定
員
＝
市
民
／

　

人
（
先
着
順
）
▽
内
容
＝

３０自
動
体
外
式
除
細
動
器
の
必

要
性
と
仕
組
み
に
つ
い
て
▽

参
加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み

＝
電
話
で
北
消
防
署
へ

　

□問
 

北
消
防
署
�
７
１
５
２

―
０
１
１
９

　

★
身
体
障
害
者
の
た
め
の

料
理
講
座

　

▽
日
時
＝
１
月　

日
�　

１０

１０

時
〜　

時
▽
場
所
＝
初
石
公

１３

民
館
▽
対
象
／
定
員
＝
市
内

在
住
の
身
体
障
害
者
手
帳
を

持
つ
方
／　

人
（
先
着
順
）

２０

▽
内
容
＝
調
理
実
習
「
鮭
と

か
ぶ
の
豆
乳
ス
ー
プ
」
な
ど

▽
参
加
費
＝
７
０
０
円
（
材

料
費
）
▽
持
ち
物
＝
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾
▽
申
し
込
み
＝

１
月
６
日
ま
で
に
、
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
身
体
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

　

□問
 

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
�
７
１
５
５
―
３
６
３

８
／
　�
 

７
１
５
３
―
３
４
３

７
　

★
公
民
館
パ
ソ
コ
ン
講
座

　

①
エ
ク
セ
ル
入
門
講
座

（
全
３
回
）
…
▽
期
日
＝
１

月　

日
�
・　

日
�
・　

日

１８

１９

２０

�
▽
時
間
＝　

時　

分
〜　

１３

３０

１５

時　

分
▽
場
所
＝
文
化
会
館

３０
▽
対
象
／
定
員
＝
文
字
入
力

が
で
き
る
方
／　

人
（
多
数

１８

抽
選
）
▽
内
容
＝
エ
ク
セ
ル

機
能
を
使
っ
た
表
作
成
か
ら

計
算
ま
で
▽
参
加
費
＝
１
０

０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
等
）

　

②
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座

（
全
３
回
）
…
▽
期
日
＝
１

月　

日
�
・　

日
�
・　

日

２５

２６

２７

�
▽
時
間
＝　

時　

分
〜　

１３

３０

１５

時　

分
▽
場
所
＝
文
化
会
館

３０
▽
対
象
／
定
員
＝
パ
ソ
コ
ン

初
心
者
／　

人（
多
数
抽
選
）

１８

▽
内
容
＝
パ
ソ
コ
ン
の
入
力

操
作
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

検
索
ま
で
▽
参
加
費
＝
１
０

０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
等
）　

　

【
申
し
込
み
】
往
復
ハ
ガ

キ
に
希
望
講
座
名
（
１
人
１

講
座
ま
で
）、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
一
時
保

育
（
１
歳
半
〜
就
学
前
児
）

希
望
者
は
子
ど
も
の
名
前
と

年
齢
、
返
信
用
に
宛
名
を
明

記
し
、　

月　

日
（
必
着
）

１２

２２

ま
で
に
〒
２
７
０
―
０
１
７

６
流
山
市
加
１
―　

―
２
文

１６

化
会
館
パ
ソ
コ
ン
係
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５
８

―
３
４
６
２

　

犬
の
正
し
い
飼
い
方
・
し

つ
け
方
教
室
（
基
礎
講
座
）

　

▽
日
時
＝
１
月　

日
�　

２１

１０

時
〜　

時　

分
▽
場
所
＝
文

１２

３０

化
会
館
▽
内
容
＝
講
義
「
犬

の
し
つ
け
の
意
義
」、モ
デ
ル

犬
に
よ
る
実
演
な
ど
▽
定
員

＝　

人
（
多
数
抽
選
）
※　

５０

２０

人
未
満
の
場
合
は
中
止
▽
参

加
費
＝
２
５
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
等
）
▽
申
し
込
み
＝

往
復
ハ
ガ
キ
に
「
犬
の
し
つ

け
方
教
室
受
講
希
望
」、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
犬

飼
養
の
有
無
（
有
り
の
場
合

は
犬
種
、
年
齢
、
性
別
）、
相

談
し
た
い
内
容
、
返
信
用
に

宛
名
を
明
記
し
、
１
月
４
日

（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７
７

―
０
０
０
５
柏
市
柏
２
５
５

柏
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
健
康

生
活
支
援
課
へ
※
電
話
申
し

込
み
は
不
可
。
飼
い
犬
の
同

伴
は
で
き
ま
せ
ん

　

□問
 

柏
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

�
７
１
６
７
―
１
２
５
５

　

第　

回
東
�
飾
地
方
中
学

５９

校
駅
伝
競
走
大
会
写
真
展

　

▽
期
間
＝
１
月　

日
�
〜

１０

　

日
�
（
土
・
日
曜
を
除
く
）

１８▽
時
間
＝
９
時
〜　

時
▽
場

１７

所
＝
市
役
所
市
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
▽
入
場
料
＝
無
料

　

□問
 

指
導
課
�
７
１
５
０
―

６
１
０
５

　

★
児
童
セ
ン
タ
ー
・
男
女

共
同
参
画
社
会
づ
く
り
講
座

「
子
ど
も
ア
ニ
メ
上
映
会
」

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�　

１２

２２

１３

時　

分
〜
▽
場
所
＝
向
小
金

３０
児
童
セ
ン
タ
ー
▽
定
員
＝　
７０

人
（
先
着
順
）
▽
内
容
＝
小

学
生
向
け
男
女
共
同
参
画
ビ

デ
オ
「
ロ
ボ
ッ
ト
・
ハ
ー
ト

ン
の
疑
問
」
ほ
か
▽
入
場
料

＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
当
日

直
接
会
場
へ

　

□問
 

向
小
金
児
童
セ
ン
タ
ー

�
７
１
７
３
―
９
３
２
０
／

企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画

室
�
７
１
５
０
―
６
０
６
４

　

学
童
保
育
所
の
指
導
員
募

集
　

▽
勤
務
場
所
＝
ち
び
っ
こ

ク
ラ
ブ
（
平
和
台
）
▽
勤
務

内
容
＝
流
山
北
小
１
〜
３
年

生
の
放
課
後
保
育
▽
勤
務
時

間
／
給
与
＝
①
正
指
導
員
…

土
曜
を
含
む
週
６
日
／
月
給

　

万
円
〜
②
補
助
指
導
員
…

１０週
３
日
程
度
以
上
お
よ
び
夏

休
み
期
間
中
／
時
間
給
８
０

０
円
〜
▽
応
募
資
格
＝
満　
２２

歳
以
上
の
方
（
性
別
、
資
格

は
不
問
）
※
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
を

　

□問
 

ち
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
�
７

１
５
９
―
５
９
２
１

次
第
終
了
と
な
り
ま
す

　

□問
 

環
境
保
全
課
�
７
１
５

０
―
６
０
８
３

　

県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　

▽
募
集
期
間
＝
１
月
４
日

�
〜　

日
�
▽
申
込
資
格
＝

１５

次
の
要
件
（
①
〜
⑥
）
を
す

べ
て
満
た
す
方
…
①
申
込
者

が
日
本
国
籍
を
有
す
る
方
、

ま
た
は
外
国
人
で
在
留
期
間

が
１
年
以
上
の
在
留
資
格
を

有
す
る
方
お
よ
び
日
本
人
の

配
偶
者
等
の
方
②
同
居
親
族

の
あ
る
方
③
住
宅
に
困
窮
し

て
い
る
方
④
千
葉
県
内
に
住

所
を
有
す
る
方
⑤
基
準
を
満

た
す
連
帯
保
証
人
が
い
る
方

⑥
収
入
基
準
に
適
合
し
て
い

る
方
※
申
込
用
紙
等
は
、
市

建
築
住
宅
課
、
各
公
民
館
・

出
張
所
で
配
布

　

□問
 

千
葉
県
ま
ち
づ
く
り
公

社
�
０
４
３
―
２
２
２
―
９

２
０
０

　

「
ち
ば
食
育
サ
ポ
ー
ト
企

業
」
の
募
集

　

県
が
進
め
る
「
食
育
」
に

賛
同
し
、
学
校
や
ち
ば
食
育

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
食
育

活
動
を
支
援
・
協
力
い
た
だ

け
る
企
業
を
募
集
し
ま
す
。

　

▽
応
募
方
法
＝
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
１

月　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で

１３
に
〒
２
６
０
―
８
６
６
７
千

葉
県
安
全
農
業
推
進
課
へ
郵

送
ま
た
は
持
参
（
フ
ァ
ッ
ク

ス
も
可
）
※
応
募
用
紙
は
県

安
全
農
業
推
進
課
、
農
林
振

興
セ
ン
タ
ー
で
配
布
。
ま 

た
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h  ttp://

      

w
w
w

 
 
 .  agri.pref.chiba.jp/

                   

syokuiku/

         
）か
ら
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
可

　

□問
 

県
安
全
農
業
推
進
課
�

０
４
３
―
２
２
３
―
３
０
８

２
／
　�
 

０
４
３
―
２
０
１
―

２
６
２
３

　

★
男
女
共
同
参
画
審
議
会

　

▽
日
時
＝
１
月　

日
�　

１０

１４

時
〜
▽
場
所
＝
市
役
所
▽
内

容
＝
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

の
改
正
に
つ
い
て

　

□問
 

企
画
政
策
課
�
７
１
５

０
―
６
０
６
４

　

★
再
生
家
具
の
販
売

　

粗
大
ご
み
と
し
て
出
さ
れ

た
家
具
な
ど
を
、
修
理
再
生

し
安
価
で
販
売
し
ま
す
。

　

▽
申
込
期
間
＝　

月　

日

１２

１５

�
〜
１
月
５
日
�
（　

月　
１２

２３

日
、　

月　

日
〜
１
月
３
日

１２

２９

を
除
く
）
▽
受
付
時
間
＝
９

時
〜　

時
▽
申
込
資
格
＝
市

１７

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▽
申
し
込
み
＝
申
込
期
間
中

に
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
プ

ラ
ザ
館
に
展
示
さ
れ
る
家
具

等
の
う
ち
、
希
望
す
る
品
物

を
申
込
用
紙
に
記
入
し
、
直

接
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

（
多
数
抽
選
、
結
果
は
当
選

者
の
み
通
知
）
※
品
物
は
現

金
と
引
き
換
え
で
、
運
搬
は

各
自
で
お
願
い
し
ま
す

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
�

７
１
５
７
―
８
２
５
０

　

★
豚
汁
ジ
ョ
ギ
ン
グ

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�
７

１２

２５

時
〜　

時
（
受
け
付
け
は
６

１０

時　

分
〜
７
時
）
※
雨
天
決

５０
行
▽
集
合
場
所
＝
八
木
北
小

学
校
▽
内
容
＝
体
力
ア
ッ
プ

運
動
、
ウ
オ
ー
ク
・
ジ
ョ
グ

な
ど
（
終
了
後
、
豚
汁
を
食

べ
ま
す
）
▽
参
加
費
＝
２
０

０
円
▽
持
ち
物
＝
タ
オ
ル
、

着
替
え
、
水
筒
な
ど
▽
申
し

込
み
＝
当
日
直
接
集
合
場
所

へ
　

□問
 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
�
７

１
５
９
―
１
２
１
２

　

★
健
康
づ
く
り
推
進
員
の

募
集

　

「
健
康
づ
く
り
推
進
員
」

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
と
一
緒

に
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

▽
対
象
／
定
員
＝
健
康
づ

く
り
に
熱
意
と
関
心
が
あ
る

方
／
市
内
小
学
校
区
ご
と 

に
、
い
ず
れ
も
若
干
名
▽
任

期
＝
平
成　

年
４
月
１
日
か

１８

ら
３
年
間
▽
応
募
方
法
＝　
１２

月　

日
ま
で
に
、
電
話
で
保

２２
健
セ
ン
タ
ー
へ

　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７
１

５
４
―
０
３
３
１

　

★
選
挙
人
名
簿
の
登
録
者

数
　

公
職
選
挙
法
に
基
づ
く　
１２

月
１
日
現
在
の
選
挙
人
名
簿

の
登
録
者
数
は
、　

万
４
４

１２

３
０
人
（
前
回
比
４
２
３
人

増
）
で
す
。

　

男
女
別
で
は
、
男
が
６
万

１
５
６
２
人
、
女
が
６
万
２

８
６
８
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
選
挙
人
名
簿
の
登
録

は
、
正
確
な
有
権
者
数
を
把

握
す
る
た
め
、
年
４
回
行
っ

て
い
ま
す
。

　

□問
 

市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
�
７
１
５
０
―
６
１
０

０
　

２
０
０
６
年
版
て
が
ぬ
ま

カ
レ
ン
ダ
ー
の
配
布（
無
料
）

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�
８

１２

１５

時　

分
〜
▽
場
所
＝
市
役
所

３０
環
境
保
全
課
※
１
人
に
つ
き

１
部
の
配
布
で
、
な
く
な
り

映
画
・
公
演

資
格
・
求
人

そ
の
他

第２１２回サロンコンサート 
�♪　今月は１６日に　�♪

　▽日時＝１２月１６日�１２時１５分～▽場所＝市役所市
民ギャラリー▽テーマ＝音楽物語「くるみ割り人形」
（チャイコフスキー作曲）▽曲目＝小さい序曲、行進曲、
こんぺい糖の踊り、トレパーク、アラビアの踊りほか
▽出演＝橋場征代（お話し）、樺山玲子・野原圭子（ヴァ
イオリン）、斎藤智子・内藤葉子（ピアノ、電子ピアノ）
　□問 生涯学習課�７１５０―６１０６

　ウイーンフィルＮＹ演奏会のＬＰコンサート（富士見
台音楽鑑賞会（英語で歌おう会）主催）＝１２月１７日�１０
時～１１時、富士見台自治会館。入場料１００円□問 入内島�
７１５３―００２０
　プリザーブドフラワーお正月アレンジ１日体験（プリ
ザーブドフラワーサークル「風花」主催）＝１２月２１日�
１０時～１１時３０分、文化会館。参加費２,５００円□問 小野�
７１４０―５５６５
　第５回一彩会展（水彩画、油彩画）＝１月５日�～９日�
１０時～２０時（５日は１３時から、９日は１８時まで）、柏市民
ギャラリー。入場料無料□問 矢嶋�７１５４―５９４８
　川島隆太教授との提携による“脳の健康”「生き活き
楽習教室」（千葉県高齢者生活協同組合東葛北支部主催）
＝１月１８日�１３時３０分～１４時３０分、小田急ハイツ集会室（富
士見台）。参加費無料※以降６カ月間（毎週水曜、月額３,０００
円）開催あり□問 同支部�７１４８―７６７７
　インターネット活用（中級）「メールの振り分け、フ
ァイルのダウンロードなど」（さわやかパソコンボラン
ティアーズ主催）＝１月１９日�１３時１５分～１６時３０分、さ
わやかちば県民プラザ（柏市）。参加費１,３００円□問 西村�
７１５４―６１８５

イ ベ ン ト

市民伝言板�

□�問�秘書広報課�� 7150　6063

　このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、
南流山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館
にある掲載申込書に必要事項を記入の上、掲載希望号の１カ
月前（イベント掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。�
　なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日
時・場所、問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間
でするようにお願いします。�

－�

　祭りずし（梅が枝）講習会（ 不  昧 の会主催）＝１月２０
ふ まい

日�１０時３０分～１３時、東部公民館。参加費１,０００円※先
着２０人□問 衣川�７１４５―６８９１
　第８回流山市民ヘルスバレーボール大会（中学生以上
（４～６人）の女子・混合チーム）（流山ライオネスクラ
ブ主催）＝１月２１日�１３時３０分～１６時３０分、市民総合体
育館。参加費無料※先着６４チーム□問 同事務局�７１５９
―５１３８

展　
　

示

施
策
会
議　
傍聴可

合　　計下　　り上　　り④日平均
　交通量 ９２,８８６台４７,３１６台４５,５７０台

①昼６０デシベル・朝夕５５デシベル・夜５０デシベルの協定値を超えた時間
②連続した３カ月間に日平均値が０.０４ppmを超えた日数（０.０６ppmを超えた日数）
③日平均値が０.１０mg／�を超えた日が２日以上連続したことの有無

　□問 環境保全課�７１５０－６０８３

常磐自動車道測定結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成１７年１０月）
青　田東初石西初石若葉台項　　　目
１１３４３１６１１３５時　間①騒音　
０（０）０（０）０（０）０（０）日②ＮＯ２　　
無無無無有　無③ＳＰＭ　

※ダイオキシン類の測定は１カ月間連続してサンプリングし、検査に約２カ月を
要することから結果の公表が遅れます

　□問 リサイクル推進課�７１５７－８２５０

クリーンセンター大気質環境測定結果　（平成１７年９月・１０月）
測定数値　保証数値法・条例に

よる規制値項　　　目

１以下１０月１０以下ー硫黄酸化物
（ppm）

排　

出　

ガ　

ス

大　
　

気　
　

質

８以下１０月３０以下２５０以下窒素酸化物
（ppm）

２以下１０月１０以下４３０以下塩化水素
（ppm）

１以下１０月５以下８０以下ばいじん
（mg/�Ｎ）

０.００８以下１０月０.０３以下ー水銀
（mg/�Ｎ）

０.００００７７以下９月０.０１以下１以下ダイオキシン類
（ng‐ＴＥＱ/�Ｎ）
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平成17年１２月１５日（木曜日）　　　（　）８第１１０４号

注１…戸籍の届け出や緊急時は、市役所守衛室�７１５８―１１８０へ。
住民票の写しの電話予約サービスは、年末は１２月２４日・２５日交付で終
了、年始は１月７日・８日交付から開始します
注２…漏水などは、�流山水道センター�７１５９―９１０６へ
注３…粗大ごみ等の持ち込み（有料）をする場合の時間は、８時３０分～１１時
４０分、１３時～１５時４０分です
注４…１２月２８日、１月４日は受け付けのみ行います
注５…返却ボックスは１２月２８日１５時～１月４日１０時の期間は閉鎖します
注６…１２月２８日は１７時で閉館します
注７…１２月２８日・３１日は通夜の使用不可。１２月２９日は火葬、告別式の使用
不可。１月４日は告別式の使用不可
注８…水質検査、腸内細菌検査、エイズ相談・検査については、事前に問
い合わせを

古紙100％再生紙、大豆油インク使用�
掲載記事へのお問い合わせの際は、電話番号をお間違えのないようにお願いします

本紙掲載の募集記事等にかかる応募者の個人データについては、当該目的以外では使用しません

　

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の

開
業
を
機
に
、
こ
と
し　

月
１０

か
ら
始
ま
っ
た
流
山
お
お
た

か
の
森
駅
コ
ン
サ
ー
ト
。

サ
ー
ト
終
了
後
に
は
、
星
型

オ
ー
ナ
メ
ン
ト
に
願
い
事
を

書
い
て
、
同
駅
南
口
広
場
の

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
に
飾
る

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま

す
。

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�　

１２

１８

１６

時
〜　

時
▽
流
山
お
お
た
か

１７

の
森
駅
自
由
通
路
▽
曲
目
＝

ホ
ワ
イ
ト
ク
リ
ス
マ
ス
、
星

に
願
い
を
、ク
リ
ス
マ
ス
・
イ

ブ
な
ど
９
曲
演
奏
予
定
▽
入

場
料
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝

当
日
直
接
会
場
へ

　

□問
 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
�

７
１
５
０
―
６
３
０
８

掲載記事へのお問い合わせの際は、電話番号をお間違えのないようにお願いします

本紙掲載の募集記事等にかかる応募者の個人データについては、当該目的以外では使用しません

〈
敬
称
略
〉

　

【
最
優
秀
賞
】

　

▽
細
田
梨
紗
（
八
木
中
）

　

【
優
秀
賞
】

　

▽
平
塚
千
尋
（
北
部
中
）

▽
布
袋
美
咲
（
南
部
中
）
▽

牧
瑛
美
（
八
木
中
）
▽
松
田

佐
枝
子
（
西
初
石
中
）

　

第
１
回
は
モ
ン
ゴ
ル
の
大

草
原
を
思
わ
せ
る
馬
頭
琴
の

調
べ
。
第
２
回
は
、　

月　
１１

２２

日
に
行
わ
れ
た「
ワ
ン
ナ
イ
ト

ジ
ャ
ズ　

お
お
た
か
の
森
」

in

と
銘
打
っ
た
大
人
の
雰
囲
気

の
ジ
ャ
ズ
演
奏
で
、
ピ
ー
ク

時
に
は
帰
宅
途
中
の
方
な
ど

約
６
０
０
人
の
皆
さ
ん
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
を
直
前
に
控

え
た
今
回
は
、
さ
ら
に
多
く

の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
、
明
治
学
院
大
学

「
白
金
ベ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
リ

ン
ガ
ー
ズ
」
に
よ
る
ハ
ン
ド

ベ
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
を
日
曜

の
夕
方
に
行
い
ま
す
。
コ
ン

細
田
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に

細
田
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に

税
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

税
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　

税
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
全
国

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
が
中

学
生
に
よ
る
「
税
に
つ
い
て

の
作
文
」
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
こ
と
し
も
多
く
の
作
品

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
か
ら
、
税
金
の
目

　

来
春
の
市
民
芸
術
劇
場

（
同
実
行
委
員
会（
白
須
賀

ま
り
子
委
員
長
）主
催
）の
本

番
に
向
け
て
、
合
唱
の
練
習

に
熱
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成　

年
か
ら

１０

平
成　

年
に
か
け
て
４
回
開

１４

催
し
た
「
心
の
歌
コ
ン
サ
ー

ト
」で
す
。「
抒
情
歌
や
唱
歌

を
一
緒
に
歌
っ
て
、
感
動
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
」と
、

募
集
し
、
集
ま
っ
た
出
演
者

大
人　

人
、
子
ど
も　

人
の

７７

２３

練
習
が　

月
か
ら
公
民
館
な

１０

ど
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
コ
ン
サ
ー
ト
は
３
月　
１８

日
�
、
文
化
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
構
成
は
熊
坂
牧
子

さ
ん
、
演
出
は
大
島
尚
志
さ

ん
、指
揮
は
山
舘
冬
樹
さ
ん
、

演
奏
は
鹿
野
章
人
さ
ん
（
バ

リ
ト
ン
・
藤
原
歌
劇
団
員
）

と
流
山
市
音
楽
家
協
会
で
行

わ
れ
ま
す
。
※
チ
ケ
ッ
ト
販

売
は
、
１
月　

日
か
ら
各
公

２２

民
館
な
ど
で
。
詳
細
は
１
月

　

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

１５
　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１
５

０
―
６
１
０
６

本
番
に
向
け
熱
唱

本
番
に
向
け
熱
唱 

チ
ケ
ッ
ト
販
売
は
、
１
月

チ
ケ
ッ
ト
販
売
は
、
１
月　

日日
かか
らら

２２２２

的
や
使
い
み
ち
な
ど
、
正
し

い
知
識
を
持
つ
こ
と
に
つ
い

て
考
え
た
、
八
木
中
３
年
の

細
田
梨
紗
さ
ん
が
、
松
戸
税

務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
長
賞
・
最
優
秀
賞
に
輝

き
ま
し
た
。
ま
た
、
４
人
が

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

●●● 年 末 年 始 の 業 務 案 内 ●●●

　公募で集まった皆さんの練習

　６００人の皆さんに楽しんでいただいたジャズの夕べ

―― 急病の場合は休日診療所へ ――
　診 療 日　１２月３０日�～平成１８年１月３日�
　診療場所　保健センター内休日診療所
　　　　　　　�７１５５―３４５６

（西初石４丁目１４３３－１　初石駅下車 
　徒歩約８分）

　診療科目　①内科・小児科
（受付時間）　（９時～１１時３０分、１３時～１６時３０分）
　　　　　　②歯科　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　（９時～１１時３０分）
　※午後の診療は１３時３０分から。健康保険証を忘
れずに。往診はしません。なお、内科・小児科に
ついては、夜間は医療機関が当番制で診療します。
当番医の確認は消防本部�７１５８―０１１９へ

市
民
文
芸

原
稿
は
直
接

選
者
へ
お
送

り
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

水
見
壽
男　

選　

（
流
山
市
東
深
井　

―　

）

８６５

１１１

枯
萩
に
の
こ
る
み
ど
り
や
一
葉
忌 

向　

小　

金 

関
口　

條
山

赤
と
ん
ぼ
心
地
よ
さ
そ
な
葉
の
揺
ぎ 

野　

　々

下　

大
野　

和
子

傘
の
中
人
そ
れ
ぞ
れ
に
秋
思
秘
む 

野　

　々

下　

今
田　

素
土

柿
を
�
ぐ
声
の
は
づ
め
る
日
和
か
な 

江
戸
川
台
東　

浅
利　

ミ
チ

落
ち
か
か
る
木
守
柿
労
る
目
線
か
な 

向　

小　

金　

相
川　
　

豊

【
評
】
一
句
目　

樋
口
一
葉
は
明
治
の
女
流
作
家
十
一
月
二
十
三
日
が
忌
日
で
あ
る
。

時
恰
も
枯
萩
の
季
節
、
残
る
緑
の
措
辞
に
一
葉
の
薄
命
の
灯
が
、
ふ
と
点
る
思
い
の

印
象
を
強
く
す
る
。
二
句
目　

如
何
に
も
赤
と
ん
ぼ
の
葉
の
揺
れ
に
遊
ぶ
様
子
が
、

脳
裏
に
写
し
出
さ
れ
る
。
自
然
の
美
し
い
姿
で
あ
る
。
三
句
目　

秋
思
と
は
、
そ
こ

は
か
と
あ
る
も
の
。
傘
の
中
と
い
う
情
景
が
、
こ
の
句
の
心
の
う
ち
を
秘
め
た
部
分

が
あ
る
。
人
そ
れ
ぞ
れ
に
大
小
の
思
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
四
句
目　

こ
の
句
に
は
柿
�
ぎ
に
集
ま
っ
た
人
間
が
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
声
の
弾
み
は
子
ら

で
あ
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
秋
日
和
の
中
で
の
作
業
で
あ
る
。
五
句
目　

木
守
柿

は
来
年
の
実
り
を
願
う
祈
り
の
気
持
が
込
め
ら
れ
る
。
そ
の
柿
へ
の
祈
り
の
目
線
で

あ
る
。

俳句

武
田
静
江　

選　

（
流
山
市
松
ケ
丘
４
―　

―　

）

５０５

９０

台
風
の
通
り
過
ぎ
る
夜
突
風
が
雨
戸
叩
き
て
吾
は
眠
れ
ず

美　
　
　

原　

森
口　
　

杏

ク
ラ
ス
会
に
男
子
生
徒
の
大
半
は
戦
死
と
あ
り
ぬ
第
二
次
大
戦
に

東　

深　

井　

戸
谷
ヤ
エ
ノ

古
希
の
坂
登
り
て
我
は 
秋 
を
知
り
枯
れ
る
を
悟
り
八
十
路
に
歩
む

と
き

東　

初　

石　

関
谷　
 
育  
功 

い
く 
の
り

【
評
】
森
口
氏　

歌
い
出
し
以
下
台
風
が
丹
念
に
描
写
さ
れ
て
、
余
韻
は
あ
り
な
が
ら
も
、

結
句
が
常
套
的
で
惜
し
い
。
私
的
か
ら
抜
け
て
嵐
に
立
ち
向
か
う
心
の 
覇  
気 
で
、
意
表
を

は 

き

突
く
切
り
込
み
で
今
迄
に
な
い
新
鮮
さ
を
望
む
。
戸
谷
氏　

戦
後
半
世
紀
を
経
て
既
に
六

十
年
、
年
毎
の
ク
ラ
ス
会
に
、
戦
没
者
の
記
憶
が
浮
上
し
て
、
再
び
身
近
な
記
憶
を
呼
び

覚
ま
す
、
体
験
と
苦
労
の
回
想
に
鎮
魂
曲
は
鳴
り
響
く
で
あ
ろ
う
、
戦
争
回
避
の
道
を
選

び
た
い
も
の
で
あ
る
。
関
谷
氏　

古
希
を
過
ぎ
て
歩
む
人
生
は
坂
を
越
え
る
に
等
し
く
、

喜
寿
、
傘
寿
（
八
十
路
は
八
十
才
の
み
を
云
う
）
そ
し
て
終
焉
と
い
う
や
や
理
詰
め
の
道

歌
で
あ
る
が
、
不
安
な
存
在
感
が
、
尾
を
曳
い
て
心
情
が
惨
み
出
て
い
る
。
誰
し
も
老
い

先
の
安
堵
状
を
欲
す
る
。

短歌

小
林
稔　

選　

（
流
山
市
前
平
井　

―
７
）

８８

　

贈
り
物

西　

初　

石　
　
　

山
田　

良
光

―
―
こ
の
星
の
人
た
ち
に
は
何
を
届
け
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う

望
遠
鏡
か
ら
目
を
離
し
、
星
の
王
子
は
深
い
た
め
息
を
つ
き
ま
し
た
。

―
―
森
林
を
破
壊
し
、
泉
を
つ
ぶ
し
、
獣
た
ち
を
追
い
や
り
凶
暴
に
し
、

こ
の
星
の
人
た
ち
は
た
が
い
に
殺
し
あ
う

で
も
、
王
子
は
考
え
ま
し
た
。

―
―
と
き
ど
き
聴
こ
え
て
く
る
美
し
い
歌
声
と
音
楽
、

目
も
鮮
や
か
な
花
畑
、
や
さ
し
く
語
ら
れ
る
愛
の
ド
ラ
マ
。

王
子
は
こ
の
星
の
住
人
た
ち
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
こ
こ
ろ
ま
で
も
枯
れ
つ
く
さ
な
い
た
め
に
は
何
を
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う

も
し
か
し
て

あ
な
た
の
家
の
ポ
ス
ト
に
エ
ン
ゼ
ル
の
羽
根
と
い
っ
し
ょ
に

食
べ
る
と
こ
こ
ろ
が
や
さ
し
く
な
る
不
思
議
な
果
物
の
種
が
配
ら
れ
て
い
た
ら

そ
れ
は
き
っ
と
星
の
王
子
か
ら
の

特
別
な
贈
り
物
で
す
。

市民
芸術劇場

●：閉庁、休館、運休など
１　月１２　月

施　設　名 ４３２１３１３０２９２８
水火月日土金木水

●●●●●●市役所、各出張所…（注１）
●●●●●●ケアセンター
●●●●●●保健センター
●●●●●●水道局…（注２）
●●●●クリーンセンター…（注３）
●●●●●●リサイクルプラザ・プラザ館
●●●●●●文化会館、各公民館、南流山センター…（注４）
●●●●●●●●中央図書館、森の図書館、各分館…（注５）
●●●●●●●●博物館

●●●●●●一茶双樹記念館、杜のアトリエ黎明
●●●●●●●●市民総合体育館
●●●●●●●●コミュニティプラザ

●●●●●●各福祉会館…（注６）
●●●●●●身体障害者福祉センター
●●●●●●老人福祉センター
●●●●●●児童館、児童センター
●●●●●●公共施設予約システム
●●●●ぐりーんバス
●●●●●●運転免許センター
●●●●●●柏駅前行政サービスセンター
●●●ウイングホール柏斎場…（注７）
●●●●●●柏健康福祉センター（柏保健所）…（注８）
●●●●●●地域職業相談室
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１８１８

第第３３回回
駅駅ココンンササーートト

銀�
行� 

初�
石� 

公�
民�
館� 

ふ�
れ�
あ�
い�
の�
森� 

東武野田線 

 

初石駅 

  休日診療�
休日診療�

所� 
（保健センター内）�
（保健センター内）�

 

流山�
流山�
 

郵便局�
郵便局�

 

  休日診療所� 
（保健センター内） 

流山 
郵便局 

至
流
山�

お
お
た
か
の
森
駅�

至
江
戸
川
台
駅�

【
評
】
天
使
の
よ
う
な
純
粋
な
こ
こ
ろ
と
、
悪
魔
の
よ
う
な
残
虐
な
こ
こ
ろ
の
両
面
を
あ
わ
せ
も
っ
て
い

る
の
が
人
間
と
い
う
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
信
じ
ら
れ
な
い
事
件
の
知
ら
せ
を
受
け
取
り
こ
こ
ろ
が

く
ら
く
な
り
ま
す
。
ど
こ
か
の
星
の
王
子
さ
ま
が
、
私
た
ち
地
球
人
を
見
放
さ
な
い
う
ち
に
、
私
た
ち
は
、

愛
す
る
こ
こ
ろ
を
育
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

年末年始のごみ収集
１月１２月

期日 ４日
�

３日
�

２日
	

１日
�

３１日
�

３０日
�

２９日
�

２８日
�

２７日
�

平常
業務

休業休業休業休業
平常
業務

平常
業務

平常
業務

平常
業務

業務
区分
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